
 
 

 

 



                        

はじめに 

  

富岡商店街は、古くから商業、業務など様々な機能が集まり、県南部地域の人々

の生活や娯楽や交流の場となり、また、長い歴史の中で独自の文化や伝統を育むな

ど、その街の活力や個性を代表する「阿南市の顔」ともいうべき場所でした。 

 しかし近年、モータリゼーションの進展に対する遅れ、郊外型大型商業施設との

競争激化など、商業を取り巻く環境の変化、中心部の人口減少と高齢化などを背景

に、富岡商店街の哀退・空洞化という問題が深刻化しています。 

このような状況に対処するために、阿南市と阿南商工会議所が連携して JR阿南駅

周辺に商店街活性化の核施設として商工業振興センターが整備されその機能を発揮

し始めております。 

そのような折り、中心市街地活性化のための総合的対策を講じる根拠法となる中

心市街地における市街地の整備改善、及び、商業等の活性化の一体的推進に関する

法律、いわゆる「中心市街地活性化法」が中心市街地に軸足を置いた方向で改訂さ

れようとしております。 

このような機会を捉えて、富岡商店街の活性化に向けた各種事業に積極的に取り

組み、阿南らしさを活かした活性化を実現するための各種事業を引き続き推進する

とともに、特に商業等の振興のためのハード事業、及び、ソフト事業の充実が必要

になると考えています。 

そこで、国の示す新たな中心市街地活性化法を活用し、行政と民間が一体となっ

て富岡商店街の魅力を再構築し、その活性化を図っていくための指針を探るために

実施しました、「富岡商店街まち御越し事業」の報告をここに行います。 

本報告書が、今後の富岡商店街活性化への一助になることを願うと共に、本事業

にご協力いただきました運営委員をはじめ、関係機関の方々に対し心よりお礼申し

上げます。 

      

 

      平成 18年３月 

      阿南商工会議所 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

消費者・商業者との懇談会（平成１７年１２月１４日    

於：富岡商店街(協)） 

   

 

 

   

 

 

   まち御越し研究会 （平成１８年１月３０日 於：ホテル石松） 
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第１章 事業の目的と概要 

 

１．事業の目的 

 

阿南市の中心市街地にある富岡商店街は、郊外への大型ＳＣやディスカウント店、

コンビニエンスストアの相次ぐ出店の影響を受け、厳しい状況にあり、商店街には

空き店舗が目立ち、商店街としての機能や魅力も衰退するばかりとなっている。 

こうした状況の中、阿南市が平成 14年度に中心市街地活性化基本計画を策定した

ものの、この計画に基づいた具体的な展開もないまま２年余りが経過している。 

富岡商店街では、３年前より商店街協同組合の青年部メンバーが中心となり、チ

ャレンジショップの運営、また、ＬＥＤによるイルミネーションのイベント企画と

運営を手掛け、商店街の活性化に努めている。 

当事業では、この商店街の若手メンバーを中心に事業を進めることにより、今後

の商店街を担う人材を養成するとともに、中心市街地商店街のための方策も探求し、

将来的は阿南市中心市街地活性化基本計画に基づく街づくりやＴＭＯの設立にも繋

げていくことを目的とする。 

 

 

２．事業の概要 

 

（１）来街者調査 

消費者の中心商店街への意識や利用度を調査・分析し、商店街の再生方策立案の

資料とする。 

 

①意識調査：来街者に対し、市内中心商店街（富岡商店街）に対する意見や要望

を聴取することで、現在の富岡商店街への消費者の意識を把握する。 

②動態調査：来街者の買物動態調査により、その特徴、傾向を把握する。 

 

（２）店主意識調査 

 各店舗の経営実態と商店主の商店街活性化に対する考え方を把握・分析し、商店

街の再生方策立案の資料とする。 
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（３）商店街リーダー養成研修 

若手経営者 10名程度を対象に、体系的な商店経営や、街づくり手法についてのプ

ログラムを組み、研修事業を行う。 

また、ＴＭＯの設立運営等についても研究を重ね、今後、商店街を担う人材を育

成する。 

 

（４）消費者・商業者との懇談会の開催 

中心市街地圏内の性別・年代別の消費者と商店主との意見交換により、消費者の

求める地域にあった商店街の姿を把握する。 

 

（５）まち御越し研究会の開催 

 街づくりに成功している商店街関係者を講師に招き、先進事例の研修とともに、 

その事例を市内中心市街地の活性化の手法の一つとして活かせるかどうか研究を 

行なう。 

 

なお、事業の実施経過及び議事、概要などについては、資料編を参照。 

 

 



 3 

第２章 中心商店街及び周辺地域における商業の現状把握 

 

１．人口・世帯数の推移及び人口推計 

 

（１）人口・世帯数の推移 

阿南市の人口及び世帯数の推移についてみると、まず、人口は、昭和 55年以降減

少が続いている。 

一方、世帯数については、平成 12年の世帯数を昭和 55年と比較すると 1,871世

帯の増加となっており、郊外への住宅地の造成などの影響により、世帯数の増加が

続いている。 
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※各年実績値は、「国勢調査報告」／総務省統計局より。 

※推計値は、「国勢調査報告」による平成 7年、平成 12年の実績値を基に、コーホート変

化率法（婦人子ども比法）により算出。 

 

図 2-1 阿南市の人口・世帯数の推移及び人口推計 

 

（２）人口推計 

阿南市の将来人口の推計についてみると（図 2-1参照）、平成 17年が 55,412人、

平成 22年が 53,723人、平成 27年が 51,578人と、さらに減少が続くと予想される。 
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（３）周辺地域の人口・世帯数の推移 

 

阿南市周辺地域の人口の推移についてみると、人口が増加傾向にあるのは那賀川

町のみであり、その他の町では減少が続いている。特に、海部郡の各町における減

少が著しく、中でも牟岐町と海部町では、平成７年から平成 12年にかけて減少率

７％以上と大幅な減少となっている。 

 

表 2-1 周辺地域の人口推移及び人口推計 

実績値 推計値 

 昭和 

55年 

昭和 

60年 

平成 

２年 

平成 

７年 

平成 

12年 

平成 

12年 

平成 

12年 

平成 

12年 

阿南市 61,253 60,749 59,044 57,666 56,728 55,412 53,723 51,578 

那賀川町 10,122 10,008 10,006 10,033 10,508 10,675 11,162 11,677 

羽ノ浦町 11,340 11,490 11,652 11,780 11,735 11,695 11,552 11,292 

那賀町 14,360 13,998 13,255 12,572 11,893 11,141 10,321 9,394 

由岐町 4,724 4,354 4,075 3,771 3,515 3,238 2,933 2,605 

日和佐町 7,142 6,908 6,432 6,157 5,792 5,422 5,052 4,649 

牟岐町 7,697 7,341 6,798 6,251 5,755 5,306 4,837 4,338 

海南町 6,856 6,546 6,176 5,951 5,949 5,968 6,017 6,060 

海部町 3,409 3,244 2,960 2,815 2,602 2,407 2,202 2,010 

宍喰町 4,132 4,125 3,813 3,633 3,553 3,446 3,319 3,150 

合 計 131,035 128,763 124,211 120,629 118,030 114,709 111,119 106,752 

※各年「国勢調査報告」／総務省統計局より。 

※推計値は、「国勢調査報告」による平成 7年、平成 12年の実績値を基に、コーホート変

化率法（婦人子ども比法）により算出。 

※単位：人。 

 

阿南市周辺地域の世帯数の推移をみると、那賀川町、羽ノ浦町では昭和 55年以降

世帯数の増加が続き、さらに、那賀町、日和佐町等で世帯数が増加傾向にある。 

 

表 2-2 周辺地域の世帯数の推移 

 昭和 55年 昭和 60年 平成２年 平成７年 平成 12年 S55～H12 

阿南市 16,144 16,388 16,758 17,366 18,015 1,871 

那賀川町 2,585 2,637 2,727 2,871 3,283 698 

羽ノ浦町 3,079 3,165 3,326 3,550 3,764 685 

那賀町 4,466 4,397 4,237 4,229 4,274 -192 

由岐町 1,485 1,431 1,405 1,385 1,375 -110 

日和佐町 2,065 2,047 2,018 2,031 2,052 -13 

牟岐町 2,287 2,350 2,314 2,331 2,289 2 

海南町 2,120 2,110 2,129 2,160 2,326 206 

海部町 1,077 1,073 1,029 1,042 1,055 -22 

宍喰町 1,287 1,317 1,280 1,302 1,341 54 

合 計 36,595 36,915 37,223 38,267 39,774 3,179 

※各年「国勢調査報告」／総務省統計局より。 

※単位：世帯。 

 



 5 

２．地域内商業の動向 

 

（１）小売業の動向 

阿南市および周辺町の小売業の動向についてみると、長引く景気の低迷や消費者

の域外への流出の増加により、阿南市を含め調査範囲全域で小売業の衰退が著しく

なっているが、郊外地域やロードサイドへの大型店の出店がみられる阿南市や那賀

川町、海南町においては、小売業従業員数、年間販売額、売り場面積は増加傾向に

ある。 

 小売業商店数、従業者数などの詳細を以下に示す。 

 

【小売業商店数】 

阿南市の小売業商店数の推移をみると、平成３年以降減少が続き、平成 14年を平

成３年と比較すると、240店、減少率 22.3％と大幅な減少となっている。 

また、周辺の町においても小売業の商店数は減少が著しい。 

 

表 2-3 小売業商店数の推移 

Ｈ３～Ｈ14 
 平成３年 平成９年 平成 14年 

増減 増減率 

阿南市 1,074 936 834 -240 -22.3% 

那賀川町 133 128 105 -28 -21.1% 

羽ノ浦町 206 179 180 -26 -12.6% 

那賀町 285 242 215 -70 -24.6% 

由岐町 73 63 59 -14 -19.2% 

日和佐町 174 139 113 -61 -35.1% 

牟岐町 165 153 131 -34 -20.6% 

海南町 136 129 117 -19 -14.0% 

海部町 74 61 53 -21 -28.4% 

宍喰町 86 68 51 -35 -40.7% 

合 計 2,406 2,098 1,858 -548 -22.8% 

※単位：店。 

 

【小売業従業者数】 

阿南市の小売業従業者数（次ページ表 2-4参照）についてみると、近年、商店数

の減少は著しい（表 2-3参照）ものの、従業者数は増加傾向にあり、大型店の出店

による従業員数の増加によるものと考えられる。 

 また、周辺の町においても、那賀川町、羽ノ浦町、海南町の大型店の出店がある

地域において従業員数は増加している。 
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表 2-4 小売業従業者数の推移 

Ｈ３～Ｈ14 
 平成３年 平成９年 平成 14年 

増減 増減率 

阿南市 3,407 3,471 3,561 154 4.5% 

那賀川町 308 362 417 109 35.4% 

羽ノ浦町 722 676 804 82 11.4% 

那賀町 678 533 601 -77 -11.4% 

由岐町 173 141 152 -21 -12.1% 

日和佐町 422 391 357 -65 -15.4% 

牟岐町 550 537 550 0 0.0% 

海南町 312 388 377 65 20.8% 

海部町 196 162 168 -28 -14.3% 

宍喰町 197 170 165 -32 -16.2% 

合 計 6,965 6,831 7,152 187 2.7% 

※単位：人。 

 

【小売業年間販売額】 

阿南市の小売業年間販売額についてみると、平成３年以降、増加が続いており、

平成 14年年間販売額は、平成３年より約 38億円増加の 527億８千万円である。 

 周辺町における平成 14年小売業年間販売額についてみると、那賀川町、海南町、

宍喰町では平成３年より増加している。 

 

表 2-5 小売業年間販売額の推移 

Ｈ３～Ｈ14 
 平成３年 平成９年 平成 14年 

増減 増減率 

阿南市 4,899,548 5,810,396 5,278,274 378,726 7.7% 

那賀川町 291,076 453,765 711,933 420,857 144.6% 

羽ノ浦町 1,189,255 1,129,237 1,091,309 -97,946 -8.2% 

那賀町 638,544 586,335 499,122 -139,422 -21.8% 

由岐町 123,908 111,016 103,884 -20,024 -16.2% 

日和佐町 419,917 336,119 329,048 -90,869 -21.6% 

牟岐町 493,075 494,785 426,297 -66,778 -13.5% 

海南町 374,534 519,643 553,732 179,198 47.8% 

海部町 245,264 263,260 220,372 -24,892 -10.1% 

宍喰町 207,514 211,375 244,824 37,310 18.0% 

合 計 8,882,635 9,915,931 9,458,795 576,160 6.5% 

※単位：万円。 
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【小売業売り場面積】 

阿南市の小売業売り場面積についてみると、平成 14年は 79,344㎡であり、平成

３年より 4,553㎡の増加となっている。 

また、那賀川町、海南町においても、平成 14年売り場面積が平成３年より増加し

ており、大型店の出店によるものと考えられる。 

 

表 2-6 小売業売り場面積の推移 

Ｈ３～Ｈ14 
 平成３年 平成９年 平成 14年 

増減 増減率 

阿南市 74,791 72,093 79,344 4,553 6.1% 

那賀川町 7,814 9,084 9,259 1,445 18.5% 

羽ノ浦町 22,457 15,130 14,244 -8,213 -36.6% 

那賀町 13,178 9,765 9,587 -3,591 -27.2% 

由岐町 2,815 1,852 1,811 -1,004 -35.7% 

日和佐町 7,889 6,557 5,559 -2,330 -29.5% 

牟岐町 8,166 6,812 6,551 -1,615 -19.8% 

海南町 7,994 9,935 10,567 2,573 32.2% 

海部町 4,676 3,571 3,211 -1,465 -31.3% 

宍喰町 3,477 3,495 2,697 -780 -22.4% 

合 計 153,257 138,294 142,830 -10,427 -6.8% 

※単位：㎡。 
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３．消費者の買物動向 

 

（１）買物流出入（加重平均） 

平成 13年の阿南市の自市内滞留率は 79.5％であり、平成８年より 2.5ポイント

減少している。 

次に、阿南市から他市町への流出についてみると、徳島市へ 5.9％、小松島市へ

1.5％、那賀川町へ 1.6％、羽ノ浦町へ 3.1％となっており、流出については、平成

８年と比較しても大きな変化はみられない。 

 さらに、平成 13年における周辺市町から阿南市への流入についてみると、那賀川

町と宍喰町を除く市町からの流入は平成８年より増加し、中でも、那賀町（旧鷲敷

町や旧相生町など）からの流入が大幅な増加となっている。 

 

表 2-7 買物流出入（加重平均） 

鷲

敷

町

相

生

町

上

那

賀

町

木

沢

村

木

頭

村

84.2%13.1%
5.9%
6.6%

14.6%15.0% 8.7% 8.3% 6.7% 6.1% 6.7% 6.7% 7.8% 5.4% 6.6% 9.3% 7.8% 5.4% 9.7%

0.4%66.4%
1.5%
1.5%

20.0%24.4% 9.2% 7.7% 2.1% 2.5% 5.4% 3.3% 1.1% 2.2% 1.4%

2.9%
2.8%

79.5%
82.0%

5.8%
3.2%

4.3%
2.2%

30.3%
39.8%

12.8%
10.5%

41.0%
28.5%

34.8%
25.0%

27.4%
25.3%

28.2%
23.0%

25.2%
19.5%

49.6%
39.9%

32.3%
20.9%

11.2%
10.3%

7.3%
6.5%

5.4%
4.4%

6.6%
6.8%

45.7%17.7%

25.7%

1.6%
0.1%

25.7% 1.3%

8.8%
3.1%
2.7%

6.4% 2.8%18.1%61.9% 3.1% 3.0% 2.3% 2.7% 1.2%

鷲敷町 36.9% 7.9% 2.3%

相生町 35.2%11.1% 7.8% 3.4%

上那賀町 35.0% 2.1%

木沢村 32.1%

木頭村 39.0%

32.9%

1.9%45.4%

2.9%60.1% 3.1% 2.7% 1.8%

1.4% 5.4%54.2%26.0%13.8%

3.3%17.7%49.1% 8.6%

0.9%49.3%

7.4% 1.8% 0.6% 0.9% 1.5% 1.0% 1.7% 1.8% 2.1% 3.8% 6.5% 4.7% 1.3% 1.7% 0.8% 1.9% 2.9% 1.5%

0.5% 0.3% 0.4% 0.1% 0.1% 0.3% 0.5% 0.5% 0.1% 0.0% 0.0% 0.1% 0.5% 0.2% 0.5% 0.6% 0.3% 0.9%

0.4% 0.4% 0.2% 0.2% 0.2% 0.3% 0.3% 0.2% 0.2% 0.0% 0.1% 0.0% 0.1% 0.0% 0.3% 0.5% 0.7%

0.3% 0.2% 0.3% 0.3% 0.1% 0.3% 0.4% 0.3% 0.1% 0.4% 0.4% 4.6% 0.2% 0.3% 1.0% 1.4% 0.2% 0.4%

5.6% 5.0% 5.3% 4.6% 6.8% 4.4% 5.1% 6.7% 6.6% 9.3% 8.2% 5.5% 3.8% 5.1% 4.9% 3.3% 4.2% 4.7%

1.2% 1.1% 1.6% 1.3% 1.5% 1.7% 1.2% 0.8% 1.4% 1.7% 2.5% 3.6% 2.0% 1.7% 1.8% 1.4% 2.4% 2.1%

100.0%97.1% 8.4%100.0%100.0%69.7%100.0%100.0%65.2%72.6%71.8%100.0%50.4%100.0%100.0%100.0%94.6%100.0%

通信販売など

総合計

勝浦町

上勝町

神戸・大阪方面

香川方面

その他県外

生協・宅配

海部町

宍喰町

海

部

町

宍

喰

町

那　賀　町

那
 
賀
 
町

徳島市

小松島市

阿南市

那賀川町

買物先

常住地 日

和

佐

町

牟

岐

町

牟岐町

海南町

由岐町

日和佐町

羽ノ浦町

海

南

町

那

賀

川

町

羽

ノ

浦

町

その他県内

小

松

島

市

阿

南

市

勝

浦

町

上

勝

町

徳

島

市

由

岐

町

 
※「『中小小売店支援のための１万人アンケート』調査結果報告書」より。 

※阿南市の数値については、上段：平成 13年、下段：平成 8年。 

※阿南市の平成８年の数値は、「徳島県商業コミュニティプラン事業報告書」より。 
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（２）阿南市内消費者の買物動向 

阿南市内消費者の買物先についてみると、阿南市内では、ウィルアオキやアピカ

を含む「駅東地区」が 31.9％で最も多く、次いで、「地元その他」（所在地近くの商

店）が 23.3％、「その他の商店街」が 14.9％となっており、「駅前周辺（セイドー百

貨店、マネキ駅前店を含む）」は 4.8％、「富岡商店街」は 4.7％となっており、現在

の阿南市商業の中心は、ロードサイド店や大型店の立地する駅東地区（バイパス沿

い）となっている。 

 

富岡商店街4.7%

駅前周辺4.8%

駅東地区31.9%
その他の商店街14.9%

地元その他23.3%

羽ノ浦町
3.1%

徳島駅前等3.7%

その他徳島市2.1%

小松島市1.5%

那賀川町1.6%

地元外その他
0.6%

高松方面0.2%
神戸・大阪方面

0.4%

生協・宅配5.3%

県外その他0.3%

通信販売等1.6%

県内他市町村へ

県外へ

※加重平均。
※駅前周辺は、セイドー百貨店、マネキ駅前店を含む。
※駅東地区は、ウィルアオキ*、アピカを含む。
*ウィルアオキは、平成17年７月時点では「フジグラン」。
※「『中小小売店支援のための１万人アンケート』調査結果報告書」より。  

図 2-2 阿南市内消費者の買物先 
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表 2-8 阿南市内消費者の買物動向 

買物先

種別

生鮮食料品 2.8% 5.7%31.9%16.9%27.5% 0.5% 0.8% 4.0% 1.0% 0.9% 0.6%

一般食料品 2.6% 5.8%33.3%17.5%25.8% 0.4% 0.8% 3.5% 1.0% 0.6% 0.4%

肌着・下着 2.6% 8.5%49.0% 5.6% 8.2% 5.9% 2.3% 2.7% 2.6% 0.1% 1.0%

婦人・子供服 3.4% 5.9%41.0% 4.7% 8.1%16.0% 3.8% 2.9% 2.6% 0.0% 0.8%

紳士服 7.3% 3.9%32.5% 5.1%11.7%18.3% 9.1% 1.9% 3.0% 0.0% 0.8%

医薬品・化粧品 9.1% 2.6%25.9%12.6%28.1% 3.3% 2.4% 1.8% 2.4% 0.3% 1.1%

靴・カバン類 5.5% 2.4%32.3% 6.6%11.5%22.1% 4.6% 1.0% 3.7% 0.1% 0.4%

金物・荒物・陶磁器 13.7% 2.0%33.1%12.9%19.7% 4.1% 1.9% 2.5% 2.1% 2.3% 0.6%

家庭電気製品 9.1% 1.2%15.5%19.4%29.2% 0.7% 2.7% 2.0% 2.3%15.8% 0.3%

書籍・文具 16.2% 1.4%31.8%16.0%18.7% 3.1% 3.1% 5.2% 2.3% 0.5% 0.2%

時計・ｶﾒﾗ・貴金属 11.4% 1.4%24.3%11.0%17.5%15.1% 6.9% 1.0% 1.3% 1.3% 0.8%

ﾚｼﾞｬｰ･ｽﾎﾟｰﾂ用品 6.1% 1.4%34.0%10.9%16.2% 6.9%12.7% 0.7% 2.4% 0.7% 0.8%

加重平均 4.7% 4.8%31.9%14.9%23.3% 3.7% 2.1% 3.1% 1.5% 1.6% 0.6%

買物先

種別

生鮮食料品 0.1% 0.0% 0.2% 7.0% 0.1%84.8% 7.8% 0.3% 7.1%100.0%

一般食料品 0.0% 0.0% 0.2% 8.0% 0.1%85.0% 6.7% 0.2% 8.1%100.0%

肌着・下着 0.4% 0.6% 0.3% 2.2% 7.9%73.9%14.6% 1.3%10.1%100.0%

婦人・子供服 0.9% 1.7% 0.5% 1.4% 6.2%63.1%26.1% 3.1% 7.6%100.0%

紳士服 0.6% 1.2% 0.1% 0.5% 4.0%60.5%33.1% 1.9% 4.5%100.0%

医薬品・化粧品 0.2% 0.4% 0.6% 3.3% 5.9%78.3%11.3% 1.2% 9.2%100.0%

靴・カバン類 0.6% 2.2% 1.2% 0.8% 4.9%58.3%31.9% 4.0% 5.7%100.0%

金物・荒物・陶磁器 0.1% 0.4% 0.2% 2.5% 1.8%81.4%13.5% 0.7% 4.3%100.0%

家庭電気製品 0.0% 0.2% 0.3% 0.6% 0.8%74.4%23.8% 0.5% 1.4%100.0%

書籍・文具 0.1% 0.2% 0.1% 0.9% 0.3%84.1%14.4% 0.4% 1.2%100.0%

時計・ｶﾒﾗ・貴金属 0.4% 2.7% 0.9% 0.8% 3.2%65.6%26.4% 4.0% 4.0%100.0%

ﾚｼﾞｬｰ･ｽﾎﾟｰﾂ用品 1.0% 0.8% 0.4% 1.3% 3.7%68.6%24.2% 2.2% 5.0%100.0%

加重平均 0.2% 0.4% 0.3% 5.3% 1.6%79.6%12.6% 0.9% 6.9%100.0%

生
協
・
宅
配

通
信
販
売
等

地
元
外

そ
の
他

高
松
方
面

神
戸
・
大
阪

方
面

県
外
そ
の
他

左
記
以
外
の

徳
島
市

羽
ノ
浦
町

小
松
島
市

那
賀
川
町

駅
東
地
区
※
2

そ
の
他
の

商
店
街

地
元
そ
の
他

そ
ご
う
･
徳
島

駅
前
･
新
町

富
岡
商
店
街

駅
前
周
辺
※
1

総
合
計

自
市
内

県
内
他
市
町
村

県
外

生
協
等

自市内 県内他市町村

県外 生協等

 
※１／駅前周辺には、セイドー百貨店、マネキ駅前店を含む。 

※２／駅東地区には、ウィルアオキ*、アピカを含む） 

*ウィルアオキは、平成 17年７月時点では「フジグラン」。 
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第３章 来街者意識調査結果 

 

１．調査概要 

 

来街者意識調査の調査概要を下表に示す。 

 

表 3-1 来街者意識調査概要 

項 目 概 要 

調査の目的 
富岡商店街への来街者の皆様の買物行動の現状や商店街の課題を

把握することで、富岡商店街活性化の方策を探るために調査を実施。 

調査方法 
阿南市内の「ショッピングセンター アピカ内」において、買物客

を対象に、調査員が調査票を用いて調査した。 

調査日 平成 18年 2月 19日（日曜日） 

サンプル数 316枚 

 

 

２．調査結果 

 

（１）富岡商店街の現状について 

 

『富岡商店街の現状』についての回答

をみると、「かなり衰退している」が 167

人（52.8％）と半数以上を占めている。

さらに、「やや衰退」の 96人（30.4％）

を加えると、８割以上が富岡商店街は衰

退していると回答している。 

一方、24人（7.6％）が「やや活気がで

てきた」もしくは「かなり活気がでてき

た」と回答している。 

 

 

かなり衰退している
167人(52.8%)

N=316

やや衰退してきた
96人(30.4%)

以前とあまり
変わらない
29人(9.2%)

やや活気が
でてきた
22人(7.0%)

かなり活気がでてきた
2人(0.6%)

 

図 3-1 富岡商店街の現状 
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（２）富岡商店街の問題点について 

 

『富岡商店街の問題点』についての回答をみると、「駐車場や駐輪場が少ない」が

64.9％で圧倒的に多く、次いで、「１カ所で買えない（業種不足）」が 45.3％、「店

に入りにくい」が 35.1％、「魅力的な商品がない」が 31.0％、「チラシ等の広告・宣

伝が少ない」が 25.0％の順となっている。 

 

※割合は、アンケート回答者数（316人）を 100％とした割合。 

0.9%

2.5%

3.5%

6.0%

6.0%

11.4%

18.0%

19.9%

25.0%

31.0%

35.1%

45.3%

64.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

安心して買物ができない

接客が悪い

品質・鮮度が悪い

その他

ポイント等のサービスが少ない

値段が高い

品揃えが悪い

営業時間が短い

チラシ等の広告・宣伝が少ない

魅力的な商品がない

店に入りにくい

１カ所で買えない（業種不足）

駐車場や駐輪場が少ない

 

図 3-2 富岡商店街の問題点／複数回答 

 

□その他記述回答□ 

○店数が少ない（２人）。 ○若い小子向けの店がない。 

○大型店ができた。 ○日曜日が休みのところが多い。 

○地域の名産になるようなものがない。 ○安心して道路を歩けない。 

○活気がなさすぎる。 ○華やかさにかける。 

○おばちゃんぽい店ばかり。  

 

 

 



 13 

（３）今後、富岡商店街に力を入れてほしい対策について 

 

『今後、富岡商店街に力を入れてほしい対策』についての回答をみると、「品揃え

を増やす」が 38.9％で最も多く、次いで、「宣伝・広告の強化」が 37.7％、「特売な

どを増やす」が 31.3％、「新商品やオリジナル商品の開発」が 31.0％、「営業日数・

営業時間の延長」が 24.1％、「値段を下げる」と「高齢化社会に対応した店づくり」

がそれぞれ 20.6％等の順となっている。 

 

※割合は、アンケート回答者数（316人）を 100％とした割合。 

3.8%

4.4%

4.4%

8.5%

13.3%

14.2%

15.8%

15.8%

20.6%

20.6%

24.1%

31.0%

31.3%

37.7%

38.9%

0% 10% 20% 30% 40%

顧客管理の徹底

その他

外売りの強化

配達やご用聞きの強化

店舗の改装

インターネット販売等情報化の推進

ポイントカードなどの実施

親切な対応やサービス

高齢化社会に対応した店づくり

値段を下げる

営業日数・営業時間の延長

新商品やオリジナル商品の開発

特売などを増やす

宣伝・広告の強化

品揃えを増やす

 

図 3-3 今後、富岡商店街に力を入れてほしい対策／複数回答 

 

□その他記述回答□ 

○店鋪を増やす。 ○キャラクターグッズをおいて欲しい。 

○学生をもっと引き付けることをする。 ○閉店している店が多く暗い。 

○金銭でない魅力を作る。 ○雰囲気を明るくして欲しい。 

○若い人向けの店を作る。 ○駐車場（３人）。 

アウトレットモール等。 ○ディスプレイの工夫。 
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（４）富岡商店街に望むイベントや施設整備 

 

【イベント】 

今後、『富岡商店街に開催してほしいイベント』についての回答をみると、「季節

に応じたバーゲンセール」が42.7で最も多く、次いで、「フリーマーケット」が42.1％、

「産地直送市、朝市」が 36.1％、「各種行事、まつり」が 32.0％、「イベントに合わ

せたセール」が 30.4％、「子供向けイベント」が 29.4％等の順となっている。 

 

※割合は、アンケート回答者数（316人）を 100％とした割合。 

0.3%

2.8%

10.4%

17.7%

18.0%

18.7%

29.4%

30.4%

32.0%

36.1%

42.1%

42.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

無回答

その他

お年寄り向けイベント

合同大売り出し

金曜・土曜夜市

福引き大会

子供向けイベント

イベントに合わせたセール

各種行事、まつり

産地直送市、朝市

フリーマーケット

季節に応じたバーゲンセール

 

図 3-4 富岡商店街に望むイベント／複数回答 

 

 

□その他記述回答□ 

○講演会、映画、コンサート。 
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【施設整備】 

『富岡商店街に望む施設整備』についての回答をみると、「駐車場」が 78.5で圧

倒的に多くなっている。 

次いで、「共同トイレ」が 49.4％、「多目的ホール、多目的広場」が 46.2％、「ポ

ケットパーク、ベンチ・休憩所」が 24.4％、「子育て支援施設」が 21.5％等の順と

なっている。 

 

※割合は、アンケート回答者数（316人）を 100％とした割合。 

0.9%

2.8%

6.6%

9.2%

15.2%

17.7%

21.5%

24.4%

46.2%

49.4%

78.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

その他

高齢者のための施設

緑地帯、花だん等

託児施設

展示会などの展示会場

遊具・娯楽施設

子育て支援施設

ポケットパーク、ベンチ・休憩所

多目的ホール、多目的広場

共同トイレ

駐車場

 

図 3-5 富岡商店街に望む施設整備／複数回答 

 

□その他記述回答□ 

○水族館、映画館（３人）。 ○キャラクターグッズをおいて欲しい。 

○ゆったりと過ごせる空間。 ○温泉。 

○車椅子で入れるトイレ。 ○気軽に入れる喫茶店、フードパーク。 

○歩行者天国の日をつくる。  （買物の間にちょっと休憩できる） 

○アーケード（２人）。 ○車椅子でも通りやすくしてほしい。 
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（５）ＬＥＤを活用したイベント等について 

 

現在、富岡商店街で実施している『Ｌ

ＥＤを活用したイベント等』についての

回答をみると、「イベントには参加したこ

とはないが、これからも続けてほしい」

が 166人（52.5％）と半数以上を占めて

いる。さらに、「イベントに参加したこと

があり、これからも続けてほしい」の 139

人（44.0％）を加えると、回答者の９割

以上が今後もイベントの継続を望んでい

る。 N=316

イベントに参加
したことがあり、
これからも
続けてほしい
139人(44.0%)

イベントには参加
したことはないが、
これからも
続けてほしい
166人(52.5%)

イベントに参加
したことはあるが、
イベントの
必要はない
6人(1.9%)

イベントを実施する必要なない
4人(1.3%)

無回答
1人(0.3%)

 

図 3-6 現在のイベントについて 

 

（６）新たなイルミネーションについて 

 

ＬＥＤ等を活用した『新たなイルミネ

ーションイベント』についての回答をみ

ると、「街路灯、街路樹への光の装飾によ

る「光ロード」」が 168人（52.2％）で最

も多く、次いで「統一したテーマで商店

街各店舗（建物）への装飾による「光る

商店街」」の 73人（23.1％）、「ＬＥＤ等

を利用した創作物コンテスト、展示会（団

体、学校等）」が 61人（19.3％）の順と

なっている。 N=316

「光ロード」※1

168人(53.2%)

「光る商店街」※2

73人(23.1%)

創作物コンテスト、

展示会※3

61人(19.3%)

その他
14人(4.4%)

 

図 3-7 新たなイルミネーション 

 

※１／街路灯、街路樹への光の装飾による「光ロード」 

※２／統一したテーマで商店街各店舗（建物）への装飾による「光る商店街」 

※３／ＬＥＤ等を利用した創作物コンテスト、展示会（団体、学校等） 

 

□その他記述回答□ 

○一ケ所で大規模に作る（２人）。 
○子供向けの公園。野外音楽コンサート。 
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（７）回答者属性 

 

【性別】 

回答者の『性別』は、「男」が 129人

（40.8％）、「女」が 187人（59.2％）と

なっている。 

N=316

男 129人
(40.8%)

女 187人
(59.2%)

 

図 3-8 回答者の性別 

 

【年代】 

回答者の『年代』は、「20歳未満」が

50人（15.8％）、「20歳代」が 46人

（14.6％）、「30歳代」が 69人（21.8％）、

「40歳代」が 49人（15.5％）、「50歳代」

が 50人（15.8％）、「60歳代」が 32人

（10.1％）、「70歳以上」が 20人（6.3％）

となっている。 

N=316

20歳未満 50人
(15.8%)

20歳代 46人
(14.6%)

30歳代 69人
(21.8%)

40歳代 49人
(15.5%)

50歳代 50人
(15.8%)

60歳代 32人
(10.1%)

70歳以上
20人(6.3%)

 

図 3-9 回答者の年代 
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【居住地】 

回答者の『居住地』は、「阿南市内」が

170人（53.8％）、「阿南市外」が 146人

（46.2％）となっている。 

N=316

阿南市内 170人
(53.8%)

阿南市外 146人
(46.2%)

 

図 3-10 回答者の居住地 

 

【職業】 

回答者の『職業』は、「会社員」が 91

人（28.8％）、「公務員」が 20人（6.3％）、

「自営業」が 27人（8.5％）、「学生」が

53人（16.8％）、「主婦」が 90人（28.5％）、

「無職」が 22人（7.0％）となっている。 

N=316

会社員 91人
(28.8%)

公務員 20人
(6.3%)

自営業 27人

(8.5%)
学生 53人
(16.8%)

主婦 90人
(28.5%)

無職 22人
(7.0%)

その他 13人
(4.1%)

 

図 3-11 回答者の職業 

 

□その他記述回答□ 

○パート（４人） 

○アルバイト 

○介護士 
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第４章 来街者動態調査結果 

 

１．調査概要 

 

来街者動態調査の調査概要を下表に示す。 

 

表 4-1 来街者動態調査概要 

項 目 概 要 

調査の目的 
富岡商店街への来街者の皆様の買物行動の現状や商店街の課題を

把握することで、富岡商店街活性化の方策を探るために調査を実施。 

調査方法 
富岡商店街内数カ所において、買物客及び来街者を対象に、調査員

が調査票を用いて調査した。 

調査日 平成 18年 2月 19日（日曜日）、20日（月曜日） 

サンプル数 117枚。 

 

 

２．調査結果 

 

（１）富岡商店街の利用頻度について 

 

『富岡商店街の利用頻度』についてみ

ると、「ごくまれ」が 27人（23.1％）で

最も多く、次いで、「週１回程度」が 23

人（23.2％）、「月２～３回」が 14人

（12.0％）、「週２～３回」が10人（10.1％）

の順となっている。 

なお、「利用しない」との回答者 18人

については、本集計の対象外とし、右グ

ラフの合計は 99人（100％）となる。 

 

 

ほとんど毎日 3人(3.0%)

週2～3回 10人
(10.1%)

週1回程度 23人
(23.2%)

月2～3回 14人
(12.0%)

月1回程度 9人
(7.7%)

ごくまれ 27人
(23.1%)

ついでに※１ 13人
(11.1%)

N=99 

図 4-1 富岡商店街の利用頻度 

 

※１／ついでに（市役所・警察等、銀行、病院、通勤通学、子供の塾の送迎等のついで） 
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（２）富岡商店街で利用（買物）する業種（品目）について 

前ページの「（１）、富岡商店街の利用頻度」を問うた質問で、「ほとんど毎日」「週

２～３回」「週１回程度」「月２～３回」「月１回程度」「ごくまれ」「ついでに」との

回答者 99 人の回答のみ有効。 

なお、次ページ以降の（３）富岡商店街の利用回数の変化について、（４）富岡商

店街を利用する際の交通手段について、（５）富岡商店街での買物における１回の購

入金額について、（６）富岡商店街を利用する理由についても同様。 

 

『富岡商店街で利用（買物）する業種（品目）』についての回答をみると、「食料

品、酒」が 57.6％で最も多く、次いで、「日用品」と「文化・スポーツ用品」がそ

れぞれ 28.3％、「飲食」が 26.3％、「身辺雑貨品」が 24.2％の順となっている。 

 

※割合は、本問の有効回答者数（99人）を 100％とした割合。 

5.1%

6.1%

10.1%

10.1%

18.2%

24.2%

26.3%

28.3%

28.3%

57.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家具・家電品

その他

理美容

買回衣料品

最寄衣料品

身辺雑貨品

飲食

文化・スポーツ用品

日用品

食料品、酒

 

図 4-2 富岡商店街で利用（買物）する業種（品目）／複数回答 

 

□その他記述回答□ 

○クリーニング 

○種もの 

○カラオケ 
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（３）富岡商店街の利用回数の変化について 

 

『富岡商店街の利用回数の変化』につ

いてみると、「あまり変わらない」が 51

人（51.5％）、「減っている」が 47人

（47.5％）となっている。 

 

 

増えている
1人(1.0%)

あまり変わらない
51人(51.5%)

減っている
47人(47.5%)

N=99 

図 4-3 富岡商店街の利用回数の変化 

 

（４）富岡商店街を利用する際の交通手段について 

 

『富岡商店街を利用する際の交通手

段』についてみると、「自家用車」が 65

人（65.7％）と圧倒的に多く、以下、「自

転車」が 17人（17.2％）等となっている。 

 

 

徒歩 3人(3.0%)

自転車

17人(17.2%)

オートバイ、原付
4人(4.0%)

バス 4人(4.0%)

JR 4人(4.0%)
自家用車
65人(65.7%)

その他 1人(1.0%)

無回答 1人(1.0%)

N=99 
図 4-4 富岡商店街を利用する際の 

交通手段 
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（５）富岡商店街店舗を利用した際の１回の利用金額 

 

『富岡商店街店舗を利用した際の１回

の利用金額』についてみると、「1,000～

3,000円未満」が 47人（47.5％）と最も

多く、次いで、「1,000円未満」と「3,000

～5,000円 未 満」 がそ れ ぞれ 21人

（21.2％）、「5,000～10,000円未満」が

８人（8.1％）の順である。 

 

 

1,000円未満
21人(21.2%)

1,000～
3,000円未満
47人(47.5%)

3,000～
5,000円未満
21人(21.2%)

5,000～
10,000円未満
8人(8.1%)

無回答
2人(2.0%)

N=99 
図 4-5 富岡商店街での利用金額／１回 
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（６）富岡商店街を利用する理由について 

 

『富岡商店街を利用する理由』についてみると、「いつも利用する店があるから」

が 59.6％で最も多くなっている。次いで、「近くて便利だから」が 26.4％、「駐車場

があるから」が 22.2％、「店の人と顔見知りだから」が 19.2％、「店に信用があるか

ら」が 17.2％等の順である。 

 

※割合は、本問の有効回答者数（99人）を 100％とした割合。 

1.0%

1.0%

5.1%

7.1%

7.1%

8.1%

9.1%

10.1%

13.1%

17.2%

19.2%

22.2%

36.4%

59.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

流行品等があるから

接客態度が良いから

その他

アフターサービスが良いから

値段が安いから

商品の種類が豊富だから

買物以外で楽しめるから

商品の質が良いから

店に信用があるから

店の人と顔見知りだから

駐車場があるから

近くて便利だから

いつも利用する店があるから

 

図 4-6 富岡商店街を利用する理由／複数回答 
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（７）富岡商店街を利用しない理由について 

 

『富岡商店街を利用しない理由』についてみると、「なじみが薄いから」が 61.1％

で最も多く、次いで、「商品が揃っていないから」が 44.4％、「流行品などを取り扱

っていないから」が 38.9％、「駐車場が少ない（狭い）から」が 33.3％、「営業時間

が短いから」が 27.8％等の順である。 

 

※割合は、「富岡商店街の利用頻度について」の問で、「利用しない」との回答者数（99人）

を 100％とした割合。 

0.0%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

11.1%

11.1%

11.1%

27.8%

33.3%

38.9%

44.4%

61.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ポイント等のサービスがないから

利用していた店が閉店したから

商品の質が悪いから

値段が高いから

アフターサービスが悪いから

その他

接客態度が悪いから

交通手段が不便だから

営業時間が短いから

駐車場が少ない（狭い）から

流行品などを取り扱っていないから

商品が揃っていないから

なじみが薄いから

 

図 4-7 富岡商店街を利用しない理由／複数回答 

 

□その他記述回答□ 

○利用しにくい。 

○殆どの店が閉店しているので行く気がしない。 
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（８）回答者属性 

 

【性別】 

回答者の『性別』は、「男」が 53人

（45.3％）、「女」が 64人（54.7％）であ

る。 

N=117

男 53人
(45.3%)

女 64人
(54.7%)

 

図 4-8 回答者の性別 

 

【年代】 

回答者の『年代』は、「20歳未満」が

36人（30.8％）、「20歳代」が５人（4.3％）、

「30歳代」が 12人（10.3％）、「40歳代」

が 20人（17.1％）、「50歳代」が 16人

（13.7％）、「60歳代」が 10人（8.5％）、

「70歳以上」が 18人（15.4％）となって

いる。 

20歳未満 36人
(30.8%)

20歳代 5人
(4.3%)

30歳代 12人
(10.3%)

40歳代 20人
(17.1%)

50歳代 16人
(13.7%)

60歳代 10人
(8.5%)

70歳以上
18人(15.4%)

N=117 

図 4-9 回答者の年代 
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【居住地】 

回答者の『居住地』は、「阿南市内」が

84人（71.8％）、「阿南市外」が 33人

（28.2％）である。 

N=117

阿南市内 84人
(71.8%)

阿南市外 33人
(28.2%)

 

図 4-10 回答者の居住地 

 

【職業】 

回答者の『職業』は、「会社員」が 23

人（19.7％）、「公務員」が８人（6.8％）、

「自営業」が 15人（12.8％）、「学生」が

36人（30.8％）、「主婦」が 17人（14.5％）、

「無職」が 10人（8.5％）となっている。 

N=117

会社員 23人
(19.7%)

公務員 8人
(6.8%)

自営業 15人
(12.8%)

学生 36人
(30.8%)

主婦 17人
(14.5%)

無職 10人
(8.5%)

その他 5人
(4.3%)

無回答 3人(2.4%)

 

図 4-11 回答者の職業 

 

□その他記述回答□ 

○パート（１人） 

○臨時社員（２人） 
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第５章 商店主意識調査結果 

 

１．調査概要 

 

商店主意識調査の調査概要を下表に示す。 

 

表 5-1 商店主意識調査概要 

項 目 概 要 

調査の目的 

富岡商店街内の商店の現状や、経営者の「商店街の再生」や「まち

づくり」についての意識を把握することにより、富岡商店街及び地域

商業の活性化の方策を探るために調査を実施。 

調査方法 

【配布方法】 

富岡商店街 (協)職員が、各店舗に直接配布。 

【回収方法】 

富岡商店街 (協)職員が、各店舗から直接回収。 

調査の期間 平成 18年１月 25日～平成 18年 2月 3日まで。 

サンプル数 62枚。 

 



 28 

２．調査結果 

 

（１）経営状況について 

 

１）売上高の変化について 

回答店舗の経営状況について『売上高

の変化』についてみると、「10％以上の減

少」が 26店（41.9％）で最も多く、次い

で、「変わらない」が 14人（22.6％）、「10％

未満の減少」が 11人（17.7％）の順とな

っており、半数以上の店舗で売上高が減

少しているとの回答である。 

一 方 、「 10％ 以 上 の 伸 び 」 が ９ 店

（4.8％）、「10％未満の伸び」が５店

（8.1％）あり、合計９店で売上高が伸び

ているとの回答となっている。 

10％以上の伸び
9店(4.8%)

10％未満の伸び
5店(8.1%)

変わらない
14店(22.6%)

10％未満の減少
11店(17.7%)

10％以上の減少
26店(41.9%)

無回答
3店(4.8%)

N=62 

図 5-1 売上高の変化 

 

２）客数の変化について 

回答店舗の経営状況について『客数の

変化』についてみると、「10％以上の減少」

が 25店（40.3％）で最も多く、次いで、

「10％未満の減少」が 16人（25.8％）、「変

わらない」が９人（14.5％）の順であり、

６割以上の店舗で客数が減少していると

の回答である。 

一方、客数が伸びていると回答したの

は、８店（「10％以上の伸び」、「10％未満

の伸び」ともに４店）である。 N=62

10％以上の伸び
4店(6.5%)

10％未満の伸び
4店(6.5%)

変わらない
9店(14.5%)

10％未満の減少
16店(25.8%)

10％以上の減少
25店(40.3%)

無回答
4人(6.5%)

 

図 5-2 客数の変化 
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３）経営上の問題点について 

 

【外部経営環境】 

現在の経営上の問題点について、『外部経営環境』における問題点についてみると、

「大型店の影響」が 41.9％で最も多く、次いで、「長引く景気の低迷」が 35.5％、

「阿南市の顧客吸引力の低下」と「来街者の減少」がそれぞれ 33.9％、「同業店と

の競合」が 29.0％の順となっている。 

 

※割合は、アンケート回答者数（62社）を 100％とした割合。 

6.5%

6.5%

6.5%

9.7%

16.1%

21.0%

21.0%

29.0%

33.9%

33.9%

35.5%

41.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

無回答

その他

コンビニエンスストアの普及

インターネット販売等の普及

少子化社会の進展

高齢化社会の進展

ディスカウントストアなどの普及

同業店との競合

来街者の減少

阿南市の顧客吸引力の低下

長引く景気の低迷

大型店の影響

 

図 5-3 経営上の問題点（外部経営環境）／複数回答 

 

□その他記述回答□ 

○商店街の衰退。 

○消費者の阿南市外への流出。 

○商店街の顧客吸引力の低下。 

○道路整備の遅れ。 
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【内部経営環境】 

現在の経営上の問題点について、『内部経営環境』における問題点についてみると、

「客数の減少」が 50.0％で最も多く、次いで、「客単価の減少」が 37.1％、「駐車場・

駐輪場の不足」が 30.6％、「店舗の老朽化」が 29.0％、「広告宣伝の不足」が 21.0％

の順となっている。 

 

※割合は、アンケート回答者数（62社）を 100％とした割合。 

1.6%

3.2%

8.1%

9.7%

11.3%

14.5%

19.4%

21.0%

29.0%

30.6%

37.1%

50.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

無回答

その他

人手不足

情報化への対応の遅れ

後継者難

経営へのやる気や気力の低下

経営者の高齢化

広告宣伝の不足

店舗の老朽化

駐車場・駐輪場の不足

客単価の減少

客数の減少

 

図 5-4 経営上の問題点（内部経営環境）／複数回答 

 

□その他記述回答□ 

○社員の高齢化。 

○従業員教育の不足。 
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４）富岡商店街全体の問題点について 

 

富岡商店街全体の問題点についてみると、「駐車場や駐輪場が少ない」が 62.9％

で最も多く、次いで、「魅力的な商品がない」が 51.6％となっており、この２項目

を挙げる経営者が多くなっている。以下、「品揃えが悪い」が 37.1％、「１カ所で買

えない」が 35.5％、「店に入りにくい」が 25.8％等の順である。 

 

※割合は、アンケート回答者数（62社）を 100％とした割合。 

3.2%

1.6%

1.6%

1.6%

4.8%

6.5%

8.1%

19.4%

24.2%

25.8%

35.5%

37.1%

51.6%

62.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

無回答

安心して買物ができない

値段が高い

品質・鮮度が悪い

接客が悪い

ポイント等のサービスが少ない

その他

チラシ等の広告・宣伝が少ない

営業時間が短い

店に入りにくい

１ヵ所で買えない（業種不足）

品揃えが悪い

魅力的な商品がない

駐車場や駐輪場が少ない

 

図 5-5 富岡商店街全体の問題点／複数回答 

 

□その他記述回答□ 

○一方通行。 

○店鋪が減少し、商店街としての魅力がない。日曜日が定休日となっている店が多く、消

費者が買物に来ても活気がない。 

○商店に活気がない。商店側の姿勢（営業時間、閉店日）で商売しており、お客様に来店

してもらうような店鋪が少ない。 

○欲しい商品の店が少ないため、大型店に行ってしまう。 

○イベントが少ない。 

○全体的に店鋪の老朽化と空店鋪が多く、商店街のイメージダウン。 
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５）今後の重要と思う具体的な経営施策について 

 

今後の店舗経営において、重要と思う具体的な経営施策についてみると、「商品構

成の専門化」が 35.5％で最も多く、次いで、「仕入れ方法の改善」が 30.6％、「店舗

の増改築」が 25.8％、「商品構成の多角化」と「販売方法の改善」がそれぞれ 24.2％、

「客層の転換」が 22.6％、「従業員教育の強化」が 21.0％の順となっている。 

 

※割合は、アンケート回答者数（62社）を 100％とした割合。 

4.8%

1.6%

1.6%

3.2%

6.5%

8.1%

9.7%

9.7%

9.7%

11.3%

12.9%

21.0%

22.6%

24.2%

24.2%

25.8%

30.6%

35.5%

0% 10% 20% 30% 40%

無回答

その他

協業化、ＶＣ、ＦＣ化

共同店舗化、共同広告

ディスカウント化

営業規模の縮小

営業規模の拡大

営業場所の移転

営業時間の延長

業種（業態）の転換

現状のまま

従業員教育の強化

客層の転換 

販売方法の改善

商品構成の多角化

店舗の増改築

仕入れ方法の改善

商品構成の専門化

 

図 5-6 今後の経営施策／複数回答 

 

□その他記述回答□ 

○自店の知名度 UPと商品特性の専門的知識の有無の認知 UPに努めること。 

○ホームページの開設。 
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（２）富岡商店街の活性化について 

 

１）富岡商店街の現状について 

 

『富岡商店街の現状』についての回答

をみると、「かなり衰退」が 50人（80.6％）

と圧倒的に多くなっている。さらに、「や

や衰退」の７人（11.3％）を加えると、

９割以上が富岡商店街は衰退していると

回答している。 

かなり衰退
50人(80.6%)

N=62

やや衰退
7人(11.3%)

あまり変わらない
5人(8.1%)

 

図 5-7 富岡商店街の現状 

 

２）今後の富岡商店街の組織について 

 

『今後の富岡商店街の組織』について

の回答をみると、「時代にあった商店街組

織を考えるべき」が 29人（46.8％）で最

も多く、次いで、「商店街組織に変わる新

たな街づくり組織（ＴＭＯ）が必要」が

25人（40.3％）となっており、回答者の

８割以上が、現行の組織の改革が必要と

考えている。 

N=62

今の商店街
組織で良い
3人(4.8%)

時代にあった
商店街組織を
考えるべき
29人(46.8%)

商店街組織に変わる
新たな街づくり組織
（ＴＭＯ）が必要
25人(40.3%)

その他
3人(4.8%)

無回答 2人(3.2%)

 

図 5-8 富岡商店街の現状 

 

□その他記述回答□ 

○やる気のある人の集まった新たな組織。 
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３）富岡商店街の活性化のために必要なものについて 

 

『富岡商店街活性化のために必要と思われるもの』についてみると、「効果的なイ

ベントを打ち出し、特色をつくること」が 41.9％で最も多く、次いで、「空き店舗

対策を積極的に打ち出すこと」が 40.3％、「消費者の意見や提案に耳を傾けること」

が 35.5％、「商店街の組合員のまとまり」が 33.9、「リーダー（人材）の発掘・育成」

が 29.0％の順となっている。 

 

※割合は、アンケート回答者数（62社）を 100％とした割合。 

1.6%

8.1%

29.0%

33.9%

35.5%

40.3%

41.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

無回答

その他

リーダー（人材）の発掘・育成

商店街の組合員のまとまり

消費者の意見や
提案に耳を傾けること

空き店舗対策を
積極的に打ち出すこと

効果的なイベントを打ち出し、
特色をつくること

 

図 5-9 商店街活性化に必要なもの／複数回答 

 

□その他記述回答□ 

○商店街活性化の方向を決めてから対策を打ち出す必要がある。単発的なイベントをして

も持続しない。 

○各自がもっと店や人にお金をかけないと、新しい店（投資）や郊外に出店してくる店と

の差が開くばかりで、自店を自分がどうするかをきっちりと。商店街のまとまりはます

ます難しい。 

○商店街というもの自体に顧客が行く気がないように思う。 

○地域外の人を誘致して、ぬるま湯に浸かっている気持ちを奮い立たせ、地元の店主を起

こす。空店鋪対策としても、又、外から見た商店街を教えてもらうためにも大いに研修

できる。 

○経営者自身の資質の向上。 
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４）富岡商店街の活性化のための施策について 

 

【イベント】 

富岡商店街活性化のための施策で、必要と思われる『イベント』についてみると、

「イベントに合わせたセール」が 38.7％で最も多く、次いで、「各種行事、まつり」

が 37.1％、「産地直送市、朝市」が 35.5％、「お年寄り向けイベント」がそれぞれ

33.9％、「子供向けイベント」が 24.2％の順となっている。 

 

※割合は、アンケート回答者数（62社）を 100％とした割合。 

4.8%

1.6%

9.7%

14.5%

14.5%

21.0%

22.6%

24.2%

33.9%

35.5%

37.1%

38.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

無回答

その他

福引き大会

金曜・土曜夜市

季節に応じたバーゲンセール

フリーマーケット

合同大売り出し

子供向けイベント

お年寄り向けイベント

産地直送市、朝市

各種行事、まつり

イベントに合わせたセール

 

図 5-10 富岡商店街の活性化のための施策（イベント）／複数回答 
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【施設整備】 

富岡商店街活性化のための施策で、必要と思われる『施設整備』についてみると、

「駐車場」の整備が 67.7％で圧倒的に多くなっている。 

次いで、「ポケットパーク、ベンチ・休憩所」の整備が 35.5％％、「共同トイレ」

の整備が 30.6％、「多目的ホール、多目的広場」の整備が 29.0％、「遊具・娯楽施設」

の整備が 25.8％の順となっている。 

 

※割合は、アンケート回答者数（62社）を 100％とした割合。 

3.2%

3.2%

3.2%

3.2%

21.0%

22.6%

25.8%

25.8%

29.0%

30.6%

35.5%

67.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

無回答

その他

子育て支援施設

託児施設

展示会などの展示会場

緑地帯、花だん等

高齢者のための施設

遊具・娯楽施設

多目的ホール、多目的広場

共同トイレ

ポケットパーク、ベンチ・休憩所

駐車場

 

図 5-11 富岡商店街の活性化のための施策（施設整備）／複数回答 
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５）これからの富岡商店街活性化の方向性 

 

『これからの富岡商店街活性化の方向性』についてみると、「高齢者を対象とした

商店街づくり」と「ＬＥＤを活用した市民参加型の商店街づくり」がそれぞれ 40.3％

で最も多く、次いで、「地元企業との連携による商店街づくり」が 30.6％、「徳島県

や阿南市の食（食材）を活かした商店街づくり」が 29.0％の順となっている。 

 

※割合は、アンケート回答者数（62社）を 100％とした割合。 

1.6%

3.2%

8.1%

14.5%

17.7%

29.0%

30.6%

40.3%

40.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

無回答

その他

インターネットを生かした
商店街づくり

子育て支援機能の充実した
商店街づくり

環境対策を意識した
商店街づくり

徳島県や阿南市の
食（食材）を生かした商店街づくり

地元企業との連携による
商店街づくり

ＬＥＤを活用した市民参加型の
商店街づくり

高齢者を対象とした
商店街づくり

 

図 5-12 これからの富岡商店街活性化の方向性／複数回答 

 

□その他記述回答□ 

○何か核となるものを中心とした商店づくり。 

○経営者の意識改革。 
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（３）阿南商工会議所や商店街組織に対する要望 

 

○各個店としてのレベルアップ出来るよう、販売、接客などの講習をもっとして欲

しい。（60歳代、食料品、酒） 

○「商店街として活性化する」のではなく、「まち」としてどのように活性化させる

かが重要。商業者だけの知恵では無理。バイパスが拡がり便利になればなる程、

人は外に出ていく。阿南に高速道路が出来てしまえばますます都心に行ってしま

う。（60歳代、買回衣料品） 

○先頭に立ってする人材を探し、まとめる人が必要。（50歳代、飲食店） 

○定期的に何かイベントをしている状態が保たれれば良い。（60歳代、身辺雑貨品） 

○①顧客の商店街に対する望むものを深く掘り下げて調査する。②会議所又は商店

街組織が強いリーダーシップを取り、街全体のスクラップアンドビルドを行なう。

③市、県の街づくり構想にコンサル又は大手のデベロッパーの意見を取り入れる。

（40歳代、飲食店） 

○全国どこの商店街も問題を抱えていますが、その中で活性化に成功している例が

出てきています。もっと研究し、富岡に合った行動を起こせば。（50歳代、その

他：アミューズメント） 

○まとめるリーダーがいない限りアンケートをとったところで何の進展も期待でき

ない。（40歳代、文化・スポーツ用品） 

○阿南駅を中心として東側に発展しつつあり、西側の商店街は衰退し、空店鋪も多

く、売上、客数を伸ばすことは困難。中心となる大店鋪か集客できる店鋪等思い

きった大きな改革が必要。（60歳代、買回衣料品） 

○各店主がもっと意見を出し合う時間が必要。（70歳代、最寄衣料品） 

○もっとマーケティングを意識した運営をしていくべき。イベント、広告、売り出

しだけではモノが売れない時代だと気付かなければいけない。そのために、経営

者の意識を変えることが重要。（40歳代、無回答） 
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（４）回答者属性 

 

【業種】 

回答店舗の『業種』は、「食料品、酒」、

「買回衣料品」、「文化・スポーツ用品」

がそれぞれ８店（12.9％）、「身辺雑貨品」

が６店（9.7％）、「日用品」が５店（8.1％）、

「最寄衣料品」が４店（6.5％）等である。 

食料品、酒
8店(12.9%)

最寄衣料品
4店(6.5%)

買回衣料品
8店(12.9%)

身辺雑貨品
6店(9.7%)

日用品
5店(8.1%)

家具・
家電品
3店
(4.8%)

文化・
ｽﾎﾟｰﾂ用品
8店
(12.9%)

飲食店
3店(4.8%)

その他
14店(22.6%)

無回答
3店(4.8%)

N=62
 

図 5-13 回答店舗の業種 

 

【従業員数】 

回答店舗の『従業員数』については、「１

～２人」が 29店（46.8％）、「３～４人」

が 16店（25.8％）、「５～９人」が 10店

（16.1％）、「10人以上」が６店（9.7％）

となっている。 

N=62

１～２人
29店(46.8%)

３～４人
16店(25.8%)

５～９人
10店(16.1%)

10人以上
6店(9.7%)

無回答
1店
(1.1%)

 

図 5-14 回答店舗の従業員数 
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【年間売上高】 

回答店舗の『年間売上高』については、

「1,000万円未満 」が 11店（17.7％）、

「1,000～3,000万円未満」が 21店

（33.9％）、「3,000～5,000万円未満」が

４店（6.5％）、「5,000～１億円未満」が

11店（17.7％）、「１～３億円未満」が５

店（8.1％）、「３億以上」が２店（3.2％）

となっている。 

N=62

1,000万円未満
11店(17.7%)

1,000～
3,000万円未満
21店(33.9%)

3,000～
5,000万円未満
4店(6.5%)

5,000～
１億円未満
11店(17.7%)

１～３億円未満
5店(8.1%)

３億円以上
2店(3.2%)

無回答
8店(12.9%)

 

図 5-15 回答店舗の年間売上高 

 

【経営者の年齢】 

回答店舗の『経営者の年齢』について

は、「30歳代」が２人（3.2％）、「40歳代」

が８人（12.9％）、「50歳代」が 16人

（25.8％）、「60歳代」が 25人（40.3％）、

「70歳以上」が９人（14.5％）となって

いる。 

N=62

30歳代
2人(3.2%)

40歳代
8人(12.9%)

50歳代
16人(25.8%)

60歳代
25人(40.3%)

70歳以上
9人(14.5%)

無回答
2人(3.2%)

 

図 5-16 回答店舗の経営者の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 41 

【後継者の有無】 

回答店舗の『後継者の有無』について

は、「店を継がせたいと思っており、後継

者も決まっている」が 20店（32.3％）、「店

を継がせたいと思っているが、後継者が

決まっていない」が 16人（25.8％）、「店

を継がせたくない（自分の代でやめる）」

が 23人（37.1％）となっている。 

N=62

店を継がせたいと
思っており

後継者も決まっている
20店(32.3%)

店を継がせたいと
思っているが

後継者が
決まっていない
16店(25.8%)

店を継がせたくない
（自分の代でやめる）
23店(37.1%)

無回答
3店(4.8%)

 

図 5-17 後継者の有無 
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第６章 富岡商店街の今後の目標（提言） 

 

１．富岡商店街の現状と問題点 

 

商店主意識調査、来街者意識調査、来街者動態調査等からみる、富岡商店街の現

状及び問題点について、以下に示す。 

 

【富岡商店街の現状／来街者意識調査、商店主意識調査】 

来街者からみた富岡商店街の現状と、商店主からみた富岡商店街の現状を比較す

ると、下図のようになっており、店主では皆無であるが、来街者では、僅かではあ

るが、「活気がでてきた」との回答者がみられる。 

しかし、空き店舗の増加や、大型店や域外への消費者の流出による来街者の減少

により、富岡商店街は、かなり衰退しているのが実情である。 

 

80.6%

52.8%

11.3%

30.4%

8.1%

9.2% 7.0%
0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

商店主
（N=62）

来街者
（N=316）

かなり衰退 やや衰退 あまり変わらない やや活気がでてきた かなり活気がでてきた

 
図 6-1 富岡商店街の現状（来街者、店主比較） 

 

【商店街構成店舗の経営状況／商店主意識調査】 

商店街構成店舗の経営状況については、売上高、客数ともに「減少している」と

する店舗が大半を占めている。 

 

6.5%

4.8%

6.5%

8.1%

14.5%

22.6%

25.8%

17.7%

40.3%

41.9%

6.5%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

客　数

売上高

10％以上の伸び 10％未満の伸び 変わらない 10％未満の減少 10％以上の減少 無回答

 
図 6-2 商店街構成店舗の経営状況 

 

 



 43 

また、経営上の問題点としては、「大型店の影響」「景気の低迷」「阿南市の顧客吸

引力の低下」による「客数の減少」や「客単価の減少」が挙げられ、さらには、経

営不振や経営者の高齢化による「経営へのやる気の低下」等が挙げられている。 

 

表 6-1 経営上の問題点（上位５位） 

 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

外部 

環境 
大型店の影響 

長引く景気の

低迷 

阿南市の顧客

吸引力の低下 
来街者の減少 

同業店との 

競合 

内部 

環境 
客数の減少 客単価の減少 

駐車場・駐輪場

の不足 
店舗の老朽化 

広告宣伝の 

不足 

 

【富岡商店街の利用頻度と利用する主な品目／来街者動態調査】 

富岡商店街の利用頻度については、回答者の３割以上が「ごくまれに」と「市役

所や銀行などに来たついでに」と回答している。また、利用回数については、「週１

回程度」、「月２～３回」、「週２～３回」との回答者が多くなっている。 

次に、富岡商店街を利用（来街、買物や飲食等）する際の主な品目（業種）につ

いては、まず、買物での利用では「食料品、酒」「日用品」「文化・スポーツ用品」

「身辺雑貨品」等の買物での利用が多く、その他「飲食」を目的とした来街者が多

くなっている。 

 

【富岡商店街を利用する際の交通手段／来街者動態調査】 

富岡商店街を利用する際の交通手段については、商店街利用者の６割以上が「自

家用車」、利用者の２割弱が「自転車」となっている。 

 

【富岡商店街の利用回数／来街者動態調査】 

来街者の富岡商店街の利用回数の変化については、「あまり変わらない」との回答

が半数以上であるが、「減っている」との回答者も半数近くを占めており、先に表

9-1にみた、商店主意識調査による経営上の問題点における「客数の減少」を裏付

ける結果となっている。 

 

【富岡商店街の問題点／来街者意識調査、商店主意識調査】 

富岡商店街の問題点について、来街者及び商店主の比較として、上位５位の比較

表（表 9-2）、さらに、比較グラフ（図 9-3）を次ページに示す。 
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表 6-2 富岡商店街の問題点（上位５位／来街者、商店主比較） 

 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

来街者 

駐車場や 

駐輪場が 

少ない 

１カ所で 

買えない 

（業種不足） 

店に 

入りにくい 

魅力的な 

商品がない 

チラシ等の 

広告・宣伝が 

少ない 

商店主 

駐車場や 

駐輪場が 

少ない 

魅力的な 

商品がない 
品揃えが悪い 

１カ所で 

買えない 

（業種不足） 

店に 

入りにくい 

 

以上にみるように、来街者、商店主ともに「駐車場や駐輪場の不足」を富岡商店

街の一番大きな問題点と認識している。「駐車場や駐輪場の不足」に次ぐ問題点とし

ては、来街者、商店主ともに、取扱商品（種類）、品揃え（数）、店の雰囲気などの

「店舗自体や取扱商品に関する問題」、さらには、「商店街全体の業種不足」が大き

な問題点と認識している。また、「営業時間の短さ」も問題点の一つとして挙げられ

ている。さらに、来街者からみた富岡商店街の問題点として５位に挙げられている

「広告・宣伝の不足」については、商店主意識調査では７位であり、「広告・宣伝」

に対する認識の違いがうかがえる。 

 

3.2%

8.1%

4.8%

51.6%

19.4%

1.6%

62.9%

24.2%

6.5%

1.6%

25.8%

35.5%

1.6%

37.1%

0.0%

6.0%

2.5%

31.0%

25.0%

0.9%

64.9%

19.9%

6.0%

11.4%

35.1%

45.3%

3.5%

18.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

無回答

その他

接客が悪い

魅力的な商品がない

チラシ等の広告・宣伝が少ない

安心して買物ができない

駐車場や駐輪場が少ない

営業時間が短い

ポイント等のサービスが少ない

値段が高い

店に入りにくい

１カ所で買えない（業種不足）

品質・鮮度が悪い

品揃えが悪い

来街者

商店主

 

図 6-3 富岡商店街の問題点（来街者、商店主比較） 
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さらに、来街者動態調査より、「富岡商店街を利用しない理由」の上位５位につい

てみると、「商店自体や商品に関する事項」、「駐車場不足」「営業時間の短さ」が富

岡商店街を利用しない理由として多く挙げられている。 

 

表 6-3 富岡商店街を利用しない理由 

 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

来街者 
なじみが 

薄いから 

商品が揃って

いないから 

流行品などを

取り扱って 

いないから 

駐車場が 

少ない（狭い）

から 

営業時間が 

短いから 

 

【富岡商店街の現状まとめ】 

富岡商店街の現状としては、消費者、商店主ともに「かなり衰退している」との

認識を持っている。 

次に、商店街構成店舗の経営状況については、来街者及び客数、さらには客単価

の減少により、売上高が大幅に減少している店舗が多くなっている。 

商店街衰退の原因としては、長引く景気の低迷、大型店、ディスカウント店の進

出、域外への消費者の流出等による消費者の商店街離れ等である。さらに、空き店

舗の増加や、経営者の高齢化による「経営へのやる気の低下」により、商店街全体

の活気の低下などが主な原因として挙げられている。 

 

【富岡商店街の問題点まとめ】 

 

■富岡商店街の問題点 

○駐車場や駐輪場の不足 ○取扱商品（商品の種類）の不足 

○品揃え（商品数）の不足 ○商店街全体の業種不足 

○営業時間の短さ ○消費者の商店街離れ 

○経営者の高齢化 ○経営者のやる気の低下 

○空き店舗の増加 ○商店街全体の活気のなさ 

 

以上のように、富岡商店街においては、個店または、商店街全体をみても「駐車

場や駐輪場が不足」していることが、最大の問題点となっている。 

次に、商店街構成店舗の取扱商品（種類）や品揃え（数）、営業時間、店舗の雰囲

気といった「個店に関する問題」、さらには「商店街全体の業種不足」、「商店街の活

気のなさ」等といった「商店街全体に関する問題点」が、富岡商店街の問題点とし

て、消費者や商店主に認識されている。 
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２．富岡商店街の課題 

 

先に見た問題点から、今後、富岡商店街および個店が取り組むべき課題について、

以下に示すものとする。 

 

【ハード面の課題】 

富岡商店街におけるハード面の課題についての考察をするにあたり、来街者及び

商店主が望む「施設整備」を下表にみる。 

 

表 6-4 富岡商店街に必要な施設整備（上位５位／来街者、商店主比較） 

 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

来街者 駐車場 共同トイレ 
多目的ﾎｰﾙ、 

多目的広場 

ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ、 

ﾍﾞﾝﾁ・休憩所 

子育て支援 

施設 

商店主 駐車場 
ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ、 

ﾍﾞﾝﾁ・休憩所 
共同トイレ 

多目的ﾎｰﾙ、 

多目的広場 
遊具・娯楽施設 

※来街者意識調査、商店主意識調査より。 

 

表 6-4にみるように、消費者、商店主ともに「駐車場の整備」との意見が最も多

く、その他では、「ポケットパークや休憩所の整備」、さらには、「共同トイレやベン

チの設置」といった、買物客や来街者の快適性を高める施設（設備）の整備が課題

となっている。 

また、「多目的ホール、多目的広場」や「子育て支援施設」の整備が望まれており

おり、商店街は買物するだけの場所ではなく、買物客や来街者にとって魅力ある様々

な機能を持った商店街への転換を求めていることが伺える。 

 

【ソフト面の課題】 

次に、富岡商店街における「ソフト面での課題」についての考察をするにあたり、

ハード面の課題と同様、来街者及び商店主が望む商店街でのイベントを下表にみる

こととする。 

 

表 6-5 富岡商店街に望むイベント（上位５位／来街者、商店主比較） 

 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

来街者 
季節に応じた 

ﾊﾞｰｹﾞﾝｾｰﾙ 
ﾌﾘｰﾏｰｹｯﾄ 

産地直送市、 

朝市 

各種行事、 

まつり 

イベントに 

合わせた 

セール 

商店主 

イベントに 

合わせた 

セール 

各種行事、 

まつり 

産地直送市、 

朝市 

お年寄り向け 

イベント 

子供向け 

イベント 

※来街者意識調査、商店主意識調査より。 
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前ページの表 9-5にみるように、来街者及び商店主の望む富岡商店街でのイベン

トについては、来街者、商店主ともに、季節に応じたバーゲンセールやイベントに

合わせたセールの開催を求めている。 

しかし、両者の希望をみると、商店主では、セールや各種イベント等、商店街や

商店が主体の、販促を兼ねたイベントの開催を求めているのに対し、来街者では、

希望するイベントに２位に「フリーマーケット」が挙げられており、消費者や地元

住民等も主役として参加できるイベントの開催を望んでいることが伺える。 

以上のように、今後、富岡商店街の活性化を図るためのイベントとしては、販促

効果が期待できるとともに、商業者と消費者、地元住民等が一体となった取り組み

による商店街の活性化が必要となっている。 

 

次に、現在実施しているＬＥＤを活用したイベント等については、今後も継続を 

望む声が多くなっているが、そのイベントに、実際参加したことがあるのは回答者

の半数以下であることから、今後は、ＬＥＤを活用したイベントの継続に努めると

ともに、「街路灯や街路樹への光の装飾」や「統一テーマによる商店街店舗（建物）

への光の装飾」等の、新たなイベントの展開と魅力の向上により、参加者の増加を

図ることが求められている。 

 

さらに、今後、富岡商店街活性化のためには、活性化推進の中心となるリーダー

の発掘や育成を図るとともに、そのリーダーを中心として商店街組合員が一体とな

り、消費者や地元住民参加型の魅力的なイベントの実施や、空き店舗の有効活用に

取り組むことが重要となっている。 

 

【個店の経営面における課題】 

富岡商店街構成店舗各店における「経営面の課題」についての考察をするにあた

り、来街者の個店に対する要望と、商店主が、今後、重要と思う経営施策について

の比較を、下表にみることとする。 

 

表 6-6 個店に望む施策（上位５位／来街者、商店主比較） 

 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

来街者 
品揃えを 

増やす 

宣伝・広告の 

強化 

特売などを 

増やす 

新商品や 

オリジナル 

商品の開発 

営業日数・ 

営業時間の 

延長 

商店主 
商品構成の 

専門化 

仕入れ方法の

改善 
店舗の増改築 

商品構成の 

多角化 

販売方法の 

改善 

※来街者意識調査、商店主意識調査より。 

 



 48 

今後の、富岡商店街構成店舗の経営面における課題としては、まず、「品揃えの充

実」や「商品構成の充実・多角化」「取扱商品の専門化」といった、『取扱商品』に

ついての改善が求められている。 

さらには、商品の「仕入れ方法の改善」等によるコストの低減や、「宣伝・広告の

強化」や「特売日などの増加」、「インターネット販売等情報化の推進」といった、

『販促活動』の強化が必要となっている。 

また、来街者や消費者からは、『時代の流れや消費者のニーズに対応した経営』に

対する要望が多くなっており、「営業時間の延長や祝休日営業」や「高齢者が利用し

やすい商品配置や配達等のサービス」等に取り組んでいく必要がある。 

 

【今後の商店街組織の在り方と活性化の方向性】 

今後の富岡商店街の商店街組織の在り方についての商店主の意見としては、「時代

にあった商店街組織への改革」が必要、さらには、「ＴＭＯなど新たな街づくり組織

の設立が必要」との意見が多くなっており、衰退が著しい商店街の活性化のために、

さらには、商店街を含めた周辺地域一帯の街づくりによる地域全体の活性化を図る

ため、富岡商店街がその中心的役割を担うための組織への変革を望んでいることが

伺える。 

 

次に、富岡商店街の活性化の方向性としては、「高齢者を対象とした商店街づくり」

や「ＬＥＤを活用した市民参加型の商店街づくり」の二つの方向性を多くの商店主

が望んでおり、商店街全体のバリアフリー化や、休憩スペースの設置、さらには、

各店舗におけるご用聞きや配達などの実施による「高齢者に配慮した商店街づくり」

の推進が求められている。 

 

さらに、ＬＥＤを活用し、商店街全体を「光の商店街」などのような統一したコ

ンセプトでの整備を図るとともに、商店街におけるイベントを販促のためだけのイ

ベントとして捉えるのではなく、商店街を含め、地域全体での活性化を図るために

は、商業者と地域住民、さらには行政や地元企業が一体となった事業の推進が必要

となっている。 
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３．富岡商店街の今後の目標 

 

（１）富岡商店街の問題分析と活性化提案 

 

【中心市街地の現状】 

一般的に、中心市街地は、さまざまな都市機能が集積し、新たな経済活動等を生

み出す場として、また、人々の生活や娯楽や交流の場となり、地域コミュニティー

の中心として重要な役割を担ってきた「街の顔」である。 

しかし、近年においては、地価の高騰やモータリゼーション進展への対応の遅れ、

また、長引く景気低迷による厳しい商業環境や消費者の価値観の変化によるニーズ

の多様化などにより、大型店の退店（郊外への移転）、空き店舗の増加をはじめとす

る商業機能の空洞化が進むなど、「住む人への魅力低下」による居住人口の減少や、

「来る人への魅力低下」による来街者の減少など、「街全体の魅力の低下」により、

中心市街地の空洞化や衰退が深刻化している。 

 

【中心市街地の必要性】 

今日、公共交通機関や官公庁の出先機関といった都市施設においては、人口減少

に伴う利用者の減少により、統廃合や経営の合理化を迫られており、また、都市部

人口の減少や中心市街地の空洞化は、商業や娯楽施設といった民間の都市施設の需

要をも減少することになり、地域経済全体の衰退につながりかねない。 

このように、中心市街地の衰退に端を発する衰退の連鎖反応は、逆都市化が引き

起こす衰退スパイラルへの懸念により、民間の投資意欲を減少させ、都市の陳腐化、

来街者の減少を招くこととなる。その波及が公共施設に及ぶといった現象を防止す

る意味においても中心市街地は重要な役割を有している。さらに、行政運営上、税

収の確保の上からも必要性が認められる。 

 

【富岡商店街が抱える問題の所在と構造】 

今年度実施した経営者・消費者のヒアリングや現地調査から、富岡商店街（以下

中心市街地という）の活力が低下するに至った原因（問題）の所在がどこにあるの

かを明らかにすることは、今後の活性化を検討する上で、重要な示唆を与えるもの

となる。そのため、次ページ図 9-4に、中心市街地の抱える問題の構造を示す。 
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□中心市街地の問題の所在 

レベル１の要因 中心市街地の活力低下は、来街者の減少と居住人口の減少が原因。 

↓↓ 

レベル２の要因 

来街者の減少は、都市機能の郊外移転、郊外および市周辺部の商

業拡大、消費者の都市部への流出が主な要因となっており、居住

人口の減少は、居住空間の狭さ・居住コストの高さによる。 

↓↓ 

レベル３の要因 

上記の要因は、主に、交通網の整備とモータリゼーションの進展、

都市計画による誘導の弱さ、地価の高騰、により引き起こされて

いる。 

 

中心市街地の問題構造としては、問題の要因のレベルが上がるにつれて、中心市

街地における活力低下のより根本的な要因（原因）となっていることがうかがえる。 

 

 

図 9-4 中心市街地の問題構造 
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□レベル３の要因（中心市街地の活力低下の根本原因）について 

①交通網の整備とモータリゼーションの進展 

モータリゼーションの一層の進展により、車社会に対応した社会基盤の整備が進ん

でおり、これが都市機能や商業の郊外への移転や新設を促す要因となっている。 

また、駐車場の利便性が低く、中心市街地においては、これが大きな競争劣位性と

なっている。 

②都市計画による誘導の弱さ 

郊外や市周辺における大規模開発による中心市街地の相対的な地位の低下は、交通

網の整備とモータリゼーションの進展、地価の高騰が主な要因となっているが、都市

計画における誘導により、ある程度抑制することができたのではないか。 

③地価の高騰 

1980年代後半、中心市街地の地価が高騰し、店舗、住宅等の郊外や市周辺部への

立地が加速し、来街者の減少と居住人口の減少・高齢化を招いた。 

 

【本質的な課題について】 

現在、中心市街地活性化に大規模な投資が期待しがたい財政状況にあることを考

慮すると、前述した課題解消のための活性化策を打ち出し、取り組んだとしても、

効果は低いものにとどまることが予想される。 

その理由としては、中心市街地の活力低下の根本原因（レベル３の要因参照）が

何ひとつ解消されていないためであり、現段階において意図的に解消を図ることが

できるのは、「都市計画による誘導の弱さ」のみと考えられる。 

 

□中心市街地の活力低下の根本原因の解消 

①交通網の整備とモータリゼーションの進展  → 意図的な解消：× 

財政難よりこれまでのような整備は行われないものの、これを意図的に遅らせる

ことは公共の利益に反するために不可。 

 

②都市計画による誘導の弱さ  → 意図的な解消：○ 

商業は主に圏域の消費に依存していることから、郊外や市周辺における大規模開

発を認めながら中心市街地の活性化を実現することは不可能である。中心市街地が

市や県等の拠点であることについては問題がないとみられるが、この拠点性を維

持・発展させることの重要性については、ほとんどの市民・県民に理解されていな

いのではないか。この理解に努めるとともに、市町村間の広域調整を含むより強固
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な都市計画の誘導を図ることが望ましい。 

③地価の高騰  → 意図的な解消：× 

中心市街地の地価は下落傾向にあり、地価が下がれば開発可能性が高まるため、

中心市街地の活性化が期待でき、すでに、大都市圏では都心回帰現象がみられる。

しかし、これを意図的に行うことはほとんど不可能である上に、そもそも中心市街

地活性化のねらいの１つが地価下落幅の抑制である。 

 

以上のことから、阿南市中心市街地の富岡商店街やその他の関係機関、阿南商工

会議所は、市と市民を巻き込んで、この問題の解消に全力で取り組むことが、中心

市街地の活性化には不可欠となっている注１）。 

注１）ここでは、中心市街地活性化のテーマにより、これを目的に据えているが、本来の

目的は「魅力ある市の形成」であり、そのための中心市街地の活性化でなければな

らない。また、そうでなければ、市民の合意を得ることは不可能であり、商工会議

所等には、中心市街地を活性化させるメリットを明らかにし、市民等の合意形成を

図る責務があると考えられます。 
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（２）富岡商店街の活性化に向けた提言 

 

【富岡商店街活性化対策の現状】 

一般的に中心市街地活性化対策の現状は、中心市街地の地価の高さや狭さ、開発

の難しさなどにより、商店街のアーケード設置、カラー舗装など、ほとんどが対症

療法・局所療法的な対策に留まっており、結果として集客力の低下やモータリゼー

ションに対する対策の遅れを生んでいる。 

富岡商店街も一番街商店街にカラー舗装や街頭の整備、富岡中央商店街にコミュ

ニティー施設の整備を行い活性化を図ったが、その効果は顕著でない。 

 

【富岡商店街活性化に向けた課題の整理】 

阿南市の中心市街地である富岡商店街の現状や問題点などから、中心市街地活性

化の課題としては、 

『①賑わいの創出、②駐車場問題の緩和、③回遊性の確保、④商業の活性化』 

の４点に集約することができる。 

 

□富岡商店街活性化のための４つの課題 

①賑わいの創出 

富岡商店街は、車でのアクセスにおいて大きなハンデを負っており、

消費者が“わざわざ”中心市街地に出向く魅力が必要であり、多様な

人々を呼び寄せることのできる基盤・都市空間の整備、ニーズに対応

した機能・サービスの提供により、中心市街地の求心力を高めていく

必要がある。具体的には、観光資源（LEDを利用）の活用、イベントの

開催、公共公益機能の配置などが挙げられる。 

②駐車場問題の 

緩和 

車が生活者の主要交通手段となった今日、車でのアクセス利便性の

確保、特に、駐車場問題は何としても解消（緩和）すべき課題である。 

③回遊性の確保 

阿南駅東側にはショッピングセンター等の大型商業施設が集積し、

さらには、駅や高速バスターミナル等を有し交通利便性の高い地域に

隣接する商店街などは、その恩恵を享受することが可能であるが、そ

うでない地域においては、前述の地域からの回遊を促す仕組みの構築

が必要となっている。 

④商業の活性化 

これまで、富岡商店街は商業を中心として街が機能してきたことを

考えると、中心市街地における商業の活性化は必要不可欠である。そ

の方策としては、ここの経営者は消費者のニーズに対応した商品構成

やサービスの提供に努めるとともに、消費者にとって魅力的なテナン

トミックスの展開など、消費者に必要とされる業種・業態の店舗整備

が重要となっている。 
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【富岡商店街活性化に向け取り組むテーマ】 

来街者・経営者意識調査や消費者懇談会等の意見から富岡商店街の活性化に向け

た取り組みとして、下記の項目が上げられる。 

 

□富岡商店街が取り組むべき課題 

①高齢者を対象とした活性化 

②ＬＥＤを活用した市民参加型の活性化 

③地元の食材を活かした活性化 

④環境をテーマとした活性化 

⑤商店街活性化組織の再構築による活性化 

 

【最優先すべき活性化への取り組み】 

富岡商店街には一番街商店街振興組合、新開地商店街振興組合、富岡中央商店街

振興組合の商店街振興組合があり、それぞれに独自の活動を行っている。上記に掲

げた活性化に向け取り組むテーマは、一つの振興組合で対処しがたいテーマであり、

新たな活性化組織が必要である。おりしも、まちづくり三法の見直しが進められて

おり新組織で活性化に取り組むことは絶好の機会でもある。 

人口減少社会の中で、いかに都市としての機能を拡散せず集約するか、既存のス

トックを使いながらコンパクトな街をつくり、また、単なる商店街の活性化だけを

目指すのではなく、崩壊しつつある地域のコミュニティーを再構築できるまちづく

り機関としてタウンマネジメント機関（ＴＭＯ）の結成が急務である。 

 

【ＴＭＯの意義】 

ＴＭＯは、中心市街地に関わる官民の諸活動を総合的に企画・調整し、時には事

業の主体となって中心市街地の諸資源を生かして活性化と維持を図ろうとする機関

である。 

この発想は、欧米の中心市街地活性化の取り組みや立派なショッピングセンター

（ＳＣ）のソフトである総合的マネージメントから学び、SCより魅力ある“中心市

街地モール”をつくろうとするものであり、その大きな特徴は不動産問題にも踏み

込み、土地・建物の活用や業種業態の適正配置等をしていくことである。 

ＴＭＯへの支援は中小小売商業高度化事業が中心となるが、その守備範囲は中心

市街地活性化に必要な幅広い事業の総合調整や推進役としての機能を発揮すること

が望まれている。 
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【ＴＭＯに対する現状・課題認識】 

 

①ＴＭＯの役割と活動 

ＴＭＯの役割及び活動は、大別するとＴＭＯを存続するための活動財源確保事業

と、タウンマネージメント事業活動がある。タウンマネジメント事業には「計画策

定、企画・調整」と「事業の実施・管理運営」に分けられる。ＴＭＯの役割と活動

についての体系を図―２に示す。 

 

②ＴＭＯについての認識 

ＴＭＯのあり方懇談会「今後のＴＭＯのあり方について」によれば、「ＴＭＯは、

街の運営を横断的・総合的に調整しマネジメントする重要な位置付けにあるが、そ

の役割を認識し具体的な事業として実践し機能しているＴＭＯは多くない」「（ＴＭ

Ｏ計画の）全国における取り組み事例をみると、積極的な取り組みを展開している

地域もみられるが、計画は策定したものの、具体的な事業が進んでいない地域もみ

られる」と述べられている。 

そして、「ＴＭＯ構想等の中には、中心市街地活性化の具体的絵姿が抽象的であっ

たり、総花的でどこに重点があるのか不明確なものも少なからず存在する」とも述

べられており、多くの市町村で、先に述べたような中心市街地の再生に取り組む根

拠や中心市街地の位置づけ、整備方針を不明確にしたまま、補助金等の導入のため

に中心市街地活性化基本計画（以下、基本計画）やＴＭＯ構想を策定し、そして、

その受け皿としてＴＭＯの設立に至っている状況が推察される。 

そもそも、中心市街地活性化法は、タウンマネジメントという手法での中心市街

地の再生を図るためのもので、その中心的な役割を果たすのがＴＭＯであり、主な

機能は下記の事項が挙げられる。 

 

＜ＴＭＯの主な機能＞ 

○まちづくりのための総合調整機能 

○まちづくりに必要な事業の企画・立案 

○まちづくりの事業の推進 

○まち全体の運営管理 

 

このような機能を発揮するには、ＴＭＯ自体の努力はもちろんのこと、行政（阿

南市）との連携や協働が不可欠と言える。しかし、全国には、基本計画の策定やＴ

ＭＯの認定という段階で止まり、それ以降については当事者意識の高くない市町村
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が少なからず存在するという指摘もあり、市町村（商業課に限定されない）におけ

る中心市街地活性化法とＴＭＯについての認識不足が、ＴＭＯが有効に機能しない

場合の主な原因であると考えらる。 

 

【ＴＭＯ成功の条件】 

前掲の「今後のＴＭＯのあり方について」によれば、「ＴＭＯが具体的に事業を進

めていく場合には、業務内容に応じて、それぞれの業務に適切な専門的人材を活用

していくことが必要である」とされ、ＴＭＯが積極的に事業展開を行っている地域

において、これを可能としているポイントとして、 

◎行政のイニシアティブ 

◎専門性をもって事業を推進するリーダーの存在 

◎商業者・地域住民等の理解と協力 

◎事業の重点化とコンセンサス形成 

という４点が挙げられており、これらの条件がＴＭＯが役割を発揮するための前

提となっている。 

 

また、支出が収入を上回る状態が続けば事業は破綻することから、十分な資金の

確保が図られることが非常に重要であり、「ＴＭＯが関係者の調整業務を担う場合に

は、収益が見込めず公共性の高い業務であることから自治体からの業務委託とする」

「イベント等については、直接的に利益を享受する商業者等が応分の負担を行う」

などの仕組みを構築することが求められる。 

つまり、ＴＭＯの事業を、コミュニティビジネスという観点から捉え、採算ベー

スにのせることができなければ、行政の補助金に頼るしかなく、行政の足枷となる

とともに、ＴＭＯ自身も自立的に中心市街地の再生に取り組んでいくことが不可能

であることから、収益事業を最優先で確保すべきであると考えられる。 

 

【ＴＭＯの現状と課題】 

次に、ＴＭＯの業務遂行能力に関する課題としては、以下の４点が挙げられる。 

 

イ）人材の不足 

中心市街地活性化が進まない理由として「総合的な街づくりのリーダー」の不足

との意見が多くなっているように、ＴＭＯにおける人材不足が深刻な課題となって

おり、ＴＭＯが幅広く、具体的に事業を進めてく場合には、業務内容に応じて、そ

れぞれの業務に適切な人材を活用していくことが必要。 
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ロ）資金の不足 

タウンマネジメントのために必要なこととして「ＴＭＯの経営基盤の確立」が大

きな課題であり、ＴＭＯの事業内容に応じて、どのような経営基盤が求められるか

は異なるが、ＴＭＯが自立的に中心市街地活性化に取り組んでいくためには、収益

事業からの収入などによる十分な資金の確保が必要。 

 

ハ）情報の不足 

ＴＭＯが行うべき業務の内容は非常に多様であり、タウンマネジメントに関する

情報・ノウハウについては、未だ体系的に十分蓄積されているとは言い難い状況で

ある。このため、こうした情報・ノウハウが蓄積され、体系的に活用できるよう、

関係者が努めていくことが必要。 

 

ニ）３セクや商工会議所・商工会等、既存のＴＭＯの形態の問題 

消費者ニーズに迅速な対応するための意思決定の困難さの指摘がある「商工会議

所ＴＭＯ」や、相次ぐ第３セクターの破綻により「３セクＴＭＯ」に対するアレル

ギーなど、既存のＴＭＯの形態には限界がある。多様な地域の意見を吸い上げ、迅

速な意志決定を行い得るＴＭＯが求められている。 
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資料１ 事業の実施スケジュール 

 

開催日 会議及び事業 出席数 開催場所 議事及び事業内容 

平成 17年 

11 月 9日 
第１回運営委員会 14 名 

富岡商店街 

協同組合２F 

①運営委員の委嘱について 

②運営委員会の設置規定について 

③中心市街地商店街活性化事業

「コンセンサス形成事業」につい

て 

④富岡商店街まち御越し事業につ

いて 

 １．事業計画について 

 ２．具体的事業のタイムスケ 

ジュールと進め方について 

 ３．事業予算計画について 

⑤阿南市中心市街地活性化基本

計画について 

⑥アンケート調査項目の検討 

 １．来街者意識調査 

 ２．来街者動態調査 

 ３．商店主意識調査 

⑦意見交換 

平成 17年 

11 月 15 日 

第１回ワーキング 

グループ会議 
10 名 

富岡商店街 

協同組合２F 

①アンケート調査項目の検討 

②調査方法・期間について 

③リーダー要請研修の実施につい

て 

第２回ワーキング 

グループ会議 
11 名 

富岡商店街 

協同組合２F 
①アンケート調査の最終確認 

平成 17年 

11 月 24 日 第１回リーダー養成 

研修講座 
11 名 

富岡商店街 

協同組合２F 

「次代の商店街を担うリーダーに求

められるもの」 

講師：(株)アボバ企画 

    花岡憲司氏 

第３回ワーキング 

グループ会議 
10 名 

富岡商店街 

協同組合２F 

①「消費者・商業者との懇談会」開

催について 

②「まちづくりフォーラム」開催につ

いて 
平成 17年 

12 月 6日 

第２回リーダー養成 

研修講座 
10 名 

富岡商店街 

協同組合２F 

「商店街を元気にする秘訣と手順」 

講師：(株)アボバ企画 

    花岡憲司氏 

第４回ワーキング 

グループ会議 
７名 

富岡商店街 

協同組合２F 

①「消費者・商業者との懇談会」開

催について 

②「アンケート調査」について 
平成 17年 

12 月 14 日 
消費者・商業者との 

懇談会 
12 名 

富岡商店街 

協同組合２F 
①意見交換 
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開催日 会議及び事業 出席数 開催場所 議事及び事業内容 

第５回ワーキング 

グループ会議 
７名 

富岡商店街 

協同組合２F 

①アンケート調査の実施と今後の

事業の進め方について 

②「まちづくりフォーラム」の開催に

ついて 平成 18年 

1 月 25 日 

第３回リーダー養成 

研修講座 
７名 

富岡商店街 

協同組合２F 

「ＴＭＯまちづくり会社の役割と活動

内容」 

講師：(株)アボバ企画 

    花岡憲司氏 

平成 18年 

1 月 25 日 

～2月 3日 

商店主意識調査 － － 
富岡商店街内店舗に店主意識調査

を実施 

平成 18年 

2 月 19 日 
来街者意識調査 － － 

阿南市内のショッピングセンターへ

の買物客を対象に、来街者意識調

査を実施 

平成 18年 

2 月 19 日・ 

20 日 

来街者動態調査 － － 
富岡商店街への来街者を対象に、

来街者動態調査を実施 

第２回運営委員会 ７名 ホテル石松 
①事業経過報告について 

②今後の事業予定について 

平成 18年 

1 月 30 日 講演及び 

まち御越し研究会 
15 名 ホテル石松 

「リサイクルを切り口とした商店街活

性化と街づくり」 

講師：早稲田商店会 

エコステーション事業部 

事業部長 藤村望洋氏 

第６回ワーキング 

グループ会議 
７名 ホテル石松 ①今後の事業予定について 

平成 18年 

2 月 12 日 
まち御越し研究会 ８名 ホテル石松 

「リサイクルを切り口とした商店街活

性化と街づくり」 

講師：早稲田商店会 

エコステーション事業部  

事業部長 藤村望洋氏 

平成 18年 

２月 23 日 

第７回ワーキング 

グループ会議 
７名 

富岡商店街 

協同組合２F 

アンケート調査結果等報告内容に

ついて 

平成 18年 

2 月 23 日 
第３回運営委員会 14 名 

富岡商店街 

協同組合２F 

アンケート調査結果等事業結果の

報告 
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資料２ 商店街リーダー養成研修講座の概要報告 

 

【事業の概要と研修内容】 

若手経営者10名程度を対象に、体系的な商店経営や街づくり手法についてのプログラムを

組み、研修事業を３回実施した。 

その研修内容を以下に示す。 

 

■第１回リーダー養成研修講座 

日 程 平成17年11月24日（木）  

場 所 富岡商店街協同組合２Ｆ 

テーマ 次代の商店街を担うリーダーに求められるもの 

【内 容】 
Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

次代の商店街を担う
リーダーに求められるもの
次代の商店街を担う次代の商店街を担う

リーダーに求められるものリーダーに求められるもの

2005.11.24
株式会社 アボバ企画

2005.12005.111..2424
株式会社株式会社 アボバ企画アボバ企画

 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

★
商
店
街
リ
ー
ダ
ー
の
理
念
★

自分たちが生まれ育った街、
お客様とふれあいの中から
育まれた街への愛着

（それを大切にしたいと思う気持ち）

自分たちが生まれ育った街、自分たちが生まれ育った街、
お客様とふれあいの中からお客様とふれあいの中から
育まれた街への愛着育まれた街への愛着

（それを大切にしたいと思う気持ち）（それを大切にしたいと思う気持ち）

商店街という
コミュニケーションの場で交流したり、
地域で生活することの喜びを共有できる
街づくりをプロデュースできることの

素晴らしさ

商店街という商店街という
コミュニケーションの場で交流したり、コミュニケーションの場で交流したり、
地域で生活することの喜びを共有できる地域で生活することの喜びを共有できる
街づくりをプロデュースできることの街づくりをプロデュースできることの

素晴らしさ素晴らしさ

①

 
 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

★自分の生まれ育った街を良くしていこうとする

「気概」と「情熱」が原点にある人。

★★自分の生まれ育った街を良くしていこうとする自分の生まれ育った街を良くしていこうとする

「気概」「気概」とと「情熱」「情熱」が原点にある人。が原点にある人。

★時代の流れを察知する「洞察力」とそれを支える

「情報収集力」「人的ﾈｯﾄﾜｰｸ」を持つ人。

★★時代の流れを察知する時代の流れを察知する「洞察力」「洞察力」とそれを支えるとそれを支える

「情報収集力」「人的ﾈｯﾄﾜｰｸ」「情報収集力」「人的ﾈｯﾄﾜｰｸ」を持つ人。を持つ人。

★現場発想を基本とした「革新性」と

「創造性」を持っている人。

★★現場発想を基本とした現場発想を基本とした「革新性」「革新性」とと

「創造性」「創造性」を持っている人。を持っている人。

★自分１人でも進んで物事に取り組む

「行動力」を持っている人。

★★自分１人でも進んで物事に取り組む自分１人でも進んで物事に取り組む

「行動力」「行動力」を持っている人。を持っている人。

★
商
店
街
リ
ー
ダ
ー
像
★

②

 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

★人を動かせるための「説得力」持っている人。★★人を動かせるための人を動かせるための「説得力」「説得力」持っている人。持っている人。

★仲間を大切にし、人の話を理解し、目標達成のために協力して

いこうとする「協調性」を持っている人。

★★仲間を大切にし、人の話を理解し、目標達成のために協力して仲間を大切にし、人の話を理解し、目標達成のために協力して

いこうとするいこうとする「協調性」「協調性」を持っている人。を持っている人。

★物事に粘り強く取り組もうとする

「忍耐力」と「責任感」がある人。

★★物事に粘り強く取り組もうとする物事に粘り強く取り組もうとする

「忍耐力」「忍耐力」とと「責任感」「責任感」がある人。がある人。

★自らの考えを振り返る「冷静さ」と

「分析力」がある人。

★★自らの考えを振り返る自らの考えを振り返る「冷静さ」「冷静さ」とと

「分析力」「分析力」がある人。がある人。

★
商
店
街
リ
ー
ダ
ー
像
★

③
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Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

★継続を重んじながらも、継続するか否かの

「決断力」がある人。

★★継続を重んじながらも、継続するか否かの継続を重んじながらも、継続するか否かの

「決断力」「決断力」がある人。がある人。

★年下の人間の事業発想を採用し、実施させながらも蔭で支え

自信を持たせ、喜ばせる「度量」を持っている人。

★★年下の人間の事業発想を採用し、実施させながらも蔭で支え年下の人間の事業発想を採用し、実施させながらも蔭で支え

自信を持たせ、喜ばせる自信を持たせ、喜ばせる「度量」「度量」を持っている人。を持っている人。

★自己実現のために商店街に身を置き、何事でも新しい刺激を求め、

研鑽していこうとする「向上心」を持っている人。

★★自己実現のために商店街に身を置き、何事でも新しい刺激を求め、自己実現のために商店街に身を置き、何事でも新しい刺激を求め、

研鑽していこうとする研鑽していこうとする「向上心」「向上心」を持っている人。を持っている人。

★自分の街をプロデュースできることを喜びとし

「感謝」の念を持っている人。

★★自分の街をプロデュースできることを喜びとし自分の街をプロデュースできることを喜びとし

「感謝」「感謝」の念を持っている人。の念を持っている人。

★
商
店
街
リ
ー
ダ
ー
像
★

④

 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

理想のリーダーを求めるには、
現リーダーが人材養成の理念を持ち、

長い時間をかけて養成していく必要がある。

理想のリーダーを求めるには、理想のリーダーを求めるには、
現リーダーが人材養成の理念を持ち現リーダーが人材養成の理念を持ち、、

長い時間をかけて養成していく必要がある。長い時間をかけて養成していく必要がある。

リーダー候補も、
人の上に立とうとする野望を捨て、
品性を磨いていく努力が重要。

リーダー候補も、リーダー候補も、
人の上に立とうとする野望を捨て、人の上に立とうとする野望を捨て、
品性を磨いていく努力品性を磨いていく努力が重要。が重要。

優れたリーダーが１人で
商店街が活性化するわけでもなく、

優れた参謀や率先して協力する人や良きサポーター等
多くの人材が取り巻きとして必要である。

優れたリーダーが１人で優れたリーダーが１人で
商店街が活性化するわけでもなく、商店街が活性化するわけでもなく、

優れた参謀優れた参謀やや率先して協力する人率先して協力する人やや良きサポーター良きサポーター等等
多くの人材が取り巻きとして必要である。多くの人材が取り巻きとして必要である。

★
商
店
街
リ
ー
ダ
ー
像
★

⑤

 
 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

★求められる新しい視点と行動★★求められる新しい視点と行動★

消費者意識に追いつき、又はリードする
（共同）事業や商店街づくりの展開。
消費者意識に追いつき、又はリードする消費者意識に追いつき、又はリードする
（共同）事業や商店街づくりの展開。（共同）事業や商店街づくりの展開。

女性や青年達のパワーを生かす。女性や青年達のパワーを生かす。女性や青年達のパワーを生かす。

商店街共同出資会社による
コミュニティビジネスの展開。
商店街共同出資会社による商店街共同出資会社による
コミュニティビジネスの展開。コミュニティビジネスの展開。

項項 目目

○滋賀県長浜市／黒壁スクエア
○石川県金沢市／堅町商店街文化ホール
○大阪府大阪市／アメリカ村

事事 例例

○鳥取県鳥取市／まちづくりﾚﾃﾞｨｰｽ鳥取
○鳥取県米子市／四季の会
○鳥取県米子市／プロジェクト米子

○東京都 ／東和銀座商店街
○長野県飯田市／TMO

これからの商店街を担うリーダーには、
過去の経験や実績に捉われない視点と行動が求められる。

■次世代リーダーに求められる新しい視点と行動■次世代リーダーに求められる新しい視点と行動

⑥

 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

街並み景観のイメージアップや
シンボルづくり。
街並み景観のイメージアップや街並み景観のイメージアップや
シンボルづくり。シンボルづくり。

発想の転換。発想の転換。発想の転換。

社会の変化に対応した
事業の実施。
社会の変化に対応した社会の変化に対応した
事業の実施事業の実施。。

項項 目目

◆高齢化社会対応／食材等の宅配
○京都市／西新道商店街

◆情報化社会への対応／商店街BBS・ネットビジネス
○岩国市／中通商店街

◆エコロジーへの対応／地域通貨
○大阪市／寝屋川商店街

◆レトロ志向
○彦根市の商店街（城下町風）

事事 例例

■次世代リーダーに求められる新しい視点と行動■次世代リーダーに求められる新しい視点と行動

○三重県伊勢市／おかげ横町
○島根県松江市／松江京商店街
○鳥取県境港市／水木しげるロード
○岩手県盛岡市／材木町商店街

○セットパック ／金沢市の堅町商店街
○一店逸品 ／静岡市の呉服町商店街
○地域文化の香り／大阪市の天神橋筋商店街
○移転 ／静岡市の袋井商店街
○不動産事業 ／東京都の武蔵小山商店街

商店街連合会による活動強化。商店街連合会による活動強化。商店街連合会による活動強化。
○愛知県名古屋市／大須商店街連合会
○東京都 ／中野商店街連合会

⑦

 
 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

★
リ
ー
ダ
ー
養
成
へ
の
期
待
★

商店街活動のマンネリ化や地域商業における面的な組織活動の必要性の増大から、

地域における横断的な連携活動を展開できるリーダーの養成が期待される。

①地域内の連携①地域内の連携
商店街組織間の連携、個々の商業者・家族等との自由な連携等により、

新たな女性組織や青年組織、さらには、業種・業態別や分野毎の組織が生まれ、
その活動の中からリーダーが生まれてくる。
◇事例／まちづくりレディース鳥取、プロジェクト米子、あきない中心倉 etc

②異業種との連携②異業種との連携
商店街は地域や地域外の各種組織との連携を模索することも必要である。

例えば、農業や漁業、観光業等との連携である。そのような連携活動を展開する
リーダーが生まれてくることが期待されている。
◇事例／表町おかみさん会：漁協や農協と連携した地域イベント。

③住民等との連携③住民等との連携
これまでとまったく異なる連携の形態として、福祉活動等の各種活動を行うＮＰＯや

消費者、住民、自治体や警察署との連携を行うリーダーの誕生が期待されている。
◇事例）自治会、学校、警察と連携した防犯活動（岩国市中通商店街）

社会福祉法人と連携した高齢者対応施設の設置（東倉吉町商店街）

⑧

 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

★商店街リーダー養成の基本★★商店街リーダー養成の基本★

①商店街の理念を持つ①商店街の理念を持つ
現リーダーが自分の商店街をどう運営して
いくかという理念を持つことが必要。
その理念については、
『運営理念は一定不変、方策は日々新た』
との考えのもとに設定することが重要。

例）良い商業環境をつくり、
地域の消費者に満足してもらおう！

②理念の明文化による意思統一②理念の明文化による意思統一
設定した理念を、所属する設定した理念を、所属する商店街構成員の商店街構成員の
バックボーンにすべく、理念（心）を具体的バックボーンにすべく、理念（心）を具体的
に明文化し、全構成員に浸透させ、意思統一に明文化し、全構成員に浸透させ、意思統一
を図っていくを図っていく必要がある。必要がある。
また、その理念を地域に開示することで、また、その理念を地域に開示することで、
地域生活者からの信頼関係もうまれることに地域生活者からの信頼関係もうまれることに
なる。なる。

③ヤル気の醸成③ヤル気の醸成
【ヤル気を持たせるために必要な事項】
★組織の具体的な目標の明確化
★目標達成のための討議の場等の設置
★企画や実行では興味があることを担当
させ、自主性を引き出す
★押さえつけず、実現に向け蔭でサポート
★目標に対する実績の評価を行い、参加者
が成長を実感させ自信を持たせる

④権限の委譲と責任の明確化④権限の委譲と責任の明確化
ヤル気のある人材を発掘した場合、その
人材を生かすためには、

『『金は出しても口出さず金は出しても口出さず』』
の考え方にで、
権限は委譲するが、責任は明確にして、
ヤル気を喪失させないよう配慮が必要。

⑨

 
 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

～商店街の理念（心）の明文化概念図～

参加経営者
の心の中核
となるもの

商店街の
理念
成文化の
効果

・商店街の憲法
・参加経営者の信念
・創業の根本精神
・経営者の思想、人生観

・商店街の憲法
・参加経営者の信念
・創業の根本精神
・経営者の思想、人生観

商店街の
理念とは

これを成文化
したもの

商店街のバックボーン
会社でいえば社是・社訓

商店街の夢・理想の表現

・よい商店街にしよう
・立派な商店経営者になろう
・よい店づくりをしよう

・よい商店街にしよう
・立派な商店経営者になろう
・よい店づくりをしよう

豊かな人間性
経営の科学性
商店街や商店の社会性

・参加者の意思統一が可能
・地域生活者からの信頼確保
・業務の点検が容易
・問題点の早期発見が可能

・参加者の意思統一が可能
・地域生活者からの信頼確保
・業務の点検が容易
・問題点の早期発見が可能

志気の高い
商店経営者づくり

商店街の理念の発展方向を
明示したものを商店街の

基本方針という

目 標
手 段

⑩

 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

★
リ
ー
ダ
ー
養
成
へ
具
体
策
①
★

①人材養成方針の明確化①人材養成方針の明確化

トップが期待する人材像とは何かを明確にし、かつ、人材養成方針
を明らかにして、中期的な計画を策定する必要がある。

②環境対応型の革新的運営への体質転換②環境対応型の革新的運営への体質転換

過去の経験延長型の保守的運営から環境対応型の革新的運営
（戦略的運営）へ体質転換し、これからの時代を乗り切ることが求められて
おり、それに対応できる人材の養成を念頭に置く必要がある。

③人材養成の組織風土づくり③人材養成の組織風土づくり
人材養成を進めるうえで望ましい組織風土とは以下のようなものである。

★リーダーの行動に混私混同がなく、運営内容がガラス張り。
★リーダーと構成員のコミュニケーションが円滑に図られる仕組みがある。
★組織体制が確立していて、責任の所在が明確で権限が委譲されている。
★構成員に対する公平な評価と公平な登用が行われている。
★構成員の幸せや店舗の繁栄が第一に考えられている。
★構成員が将来に夢を持ち、喜んで商業活動を行っている。

⑪
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Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

★
リ
ー
ダ
ー
養
成
へ
具
体
策
②
★

「商店街リーダー」と「地域での横断的な連携活動を展開するリーダー」の養成

◇単位商店街のリーダー◇単位商店街のリーダー
商店街組織の中で人選され現リーダーの方針や指導によって
ある程度計画的に養成されていくケースが多い。

◇地域での横断的な連携活動を展開するリーダー◇地域での横断的な連携活動を展開するリーダー
個人の信念、自主的な研鑽努力、率先した行動力が周囲の人間の共感を呼び、
人間関係と自分の置かれた環境の中で養成されていくことが多い。

★リーダー養成に必要なもの（まちづくりレディース鳥取より）★
＜商人塾の参加者が発展的に組織を設立し運営や活動を通して人材が養成された＞

①プロデューサーの存在
②まちづくりに強い思いのある
人材の集まる場の設定
③先駆的な人材や組織の存在
④コーディネーターの存在
⑤活動に対する理解者（支援者）の
存在

●人材が養成される組織風土の特徴
①情熱のある人達の集合体
②組織の理念を実現するための行動
③できる人が、できる時に、
できることをやる、という、
緩やかな組織形態の構築

⑫

 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

★
リ
ー
ダ
ー
養
成
へ
具
体
策
③
★

ＯＪＴと外部研修

①ＯＪＴ①ＯＪＴ
（業務の遂行上において行う教育訓練）

②外部研修②外部研修
（外部の研修機関での研修）

◇選定した人材に商店街の理念を
認識させる。

◇リーダーの候補者であることを
自覚させる。

◇目標を明確にし、企画・実績・
評価をしながら養成。

◇蔭でしっかりサポート。

◇リーダーとしての資質向上、
戦略の構築、計画策定技法の
習得等、幅広い計画的な受講。
◇人材養成の投資を惜しまない。
◇問題意識を持っての受講。
※研修レポートの作成義務などに
よる問題意識の醸成や、まとめ
方や人前での話し方の訓練。

上記２つの方法を組み合わせた計画的な実行が最も効果的。

※行政や関連団体の委員や交渉事を任せることにより、広い視野を
持たせることや地域での人間関係のネットワーク構築に役立つ。

⑬

 
 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

★
リ
ー
ダ
ー
養
成
へ
具
体
策
③
★

～商店街における地域商業リーダー養成の最終段階～

『『自らの戦略に基づく行動計画づくりとその実行自らの戦略に基づく行動計画づくりとその実行』』

★戦略とは、

『商店街や地域商業環境との関連において、
組織目標の達成のために、組織活動の基本的方向性を
示したものであり、その中心概念は創造性である』

★行動計画とは、

『将来の環境変化を予測して作成されるもので、
過去の延長線上の計画ではないものである』

☆現リーダーは、組織構成員の理解と評価を得ることを前提に、
これら一連の作業をリーダー候補にやらせてみる必要がある。
☆やらせてみて、評価し、やり直させることでヤル気のある人材
は養成される。

⑭
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■第２回リーダー養成研修講座 

日 程 平成17年12月6日（火）  

場 所 富岡商店街協同組合２Ｆ 

テーマ 商店街を元気にする秘訣と手順 

【内 容】 
Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

商 店 街 を 元 気 に す る

秘 訣と手 順
商商 店店 街街 をを 元元 気気 にに すす るる

秘秘 訣訣 とと 手手 順順

2005.12.6
株式会社 アボバ企画

2005.2005.112.2.66
株式会社株式会社 アボバ企画アボバ企画

 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

１．元気な商店街の７つの秘訣１．元気な商店街の７つの秘訣１．元気な商店街の７つの秘訣

１

元気な商店街の７つの秘訣／鶴野礼子著より。

→イベント開催や情報発信に力を入れ来街者を呼び込む

→お店の売り上げを伸ばし、街の集客力を高める「一店逸品」運動

→「チャレンジショップ」事業で新規出店を強力にサポート

→環境・防災・治安確保などに尽力し、地域の顔になる

→地元で買物をする高齢者を商店街のファンにする

→地元で買物をする高齢者を商店街のファンにする

→スタンプやカード事業、ＴＭＯなどで組織強化

①お客を集める

②商品を売る

③空き店舗を埋める

④地域に密着する

⑤高齢者を呼び込む

⑥観光地化にかける

⑦強い商店街をつくる

 
 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

①お客を集める
お客を集めるための基本となる戦略はイベントの開催である。
季節事に楽しいイベントを開催し、売出しも頻繁に実施し
お客の関心を引き寄せる。

☆イベント戦略のポイント：定期的に開催する恒例行事！
☆回を重ねるごとに認知度が高まり、消費者に定着化する。

②商品を売る
☆キーワードは･･･専門店化！
店主のこだわりの逸品や他店にはない独自性のある商品を
取り揃え、豊富な商品知識を持ってお客に売り込む。
☆個人商店ならではの専門性を高めることが必要。
☆個店単位ではなく、商店街全体で取り組むことも必要。

２

 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

③空き店舗を埋める
商店街やＴＭＯが実施する空き店舗対策の筆頭は、開業希望者を
支援するためのチャレンジショップ事業である。
【チャレンジショップ事業の種類】

☆店舗や空きビルを「実験店舗（模擬店舗）」として活用
☆空き店舗などに「そのまま出店（賃貸）」してもらう

④地域に密着する
商店街は単に買物をする場ではなく、これからは

「地域住民とのアライアンス（連携）」が重要となり
「地域コミュニティの中核」としての機能が必要である。
☆環境問題や地域の防災対策等に取り組み、、

「頼りになる商店街」「この商店街がなくては困る」
と地域住民に思わせることが重要。

３

 
 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

⑤高齢者を呼び込む
地域活動を求め、コミュニケーションを好むシニアは、地元の
商店街に深い愛着を持っており、頻繁に買物をする傾向がある。

☆シニア等を呼び込むポイント：「シニア歓迎」を全面に！
☆電動シニアカーや車椅子の無料貸出しや共同宅配等、シニア等に

「自分を歓迎してくれている」「大切にしてくれる」と
感じてもらう。

⑥観光地化にかける
街が本来持っている財産（古い街並みや歴史）に気づき、
それらを観光資源として活用していくことで、商店街の復興は充分
に可能である。
☆昔ながらの風情を残した商店街（レトロブーム）
☆寺社や蔵などを活かした街づくり

４

 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

⑦強い商店街をつくる
商店街が１つにまとまり、構成員が統一された運営理念の
もとに一致団結し、未来に向かって努力を続けることが、

「強い商店街」を作る秘訣。
☆商店街同士の助け合い運動によるコミュニケーション強化！
☆カード事業やＴＭＯ等による商店街の組織化

「７つの秘訣」毎に設けられた各２０項目の
自己診断チェックリスト（資料）に回答することで、

商店街の弱い部分、抱える課題、これからの目標が
見えてくる。

５
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Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

２．商店街の自己診断チャート２．商店街の自己診断チャート２．商店街の自己診断チャート
①お客を集める（ ）ﾎﾟｲﾝﾄ

②商品を売る
（ ）ﾎﾟｲﾝﾄ

③空き店舗を
埋める（ ）ﾎﾟｲﾝﾄ

④地域に密着する
（ ）ﾎﾟｲﾝﾄ

⑤高齢者を呼び込む
（ ）ﾎﾟｲﾝﾄ

⑥観光地化にかける
（ ）ﾎﾟｲﾝﾄ

⑦強い商店街をつくる
（ ）ﾎﾟｲﾝﾄ

20

20

20

2020

20

20

【総ポイント数】
（ ）ﾎﾟｲﾝﾄ

12

５

９

15８

２

10

６１

６

 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

商店街の自己診断への評価商店街の自己診断への評価商店街の自己診断への評価

総ポイント数

１００以上

81～100

61～80

41～60

21～41

20以下

評 価 コ メ ン ト

素晴らしい！この高水準を維持していきましょう。

かなりの健闘です。もう一歩のレベルアップの努力を！

及第点ですが、７項目の水準ＵＰの努力の継続を！

平均的なレベル。自ら課題を見つける必要あり！

問題意識を高める必要あり！できることから着手！！

状況は深刻！！組合員の話し合いから始めましょう。

７

 
 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

３．商店街を元気にする手順（１～６）３．商店街を元気にする手順（１～６）３．商店街を元気にする手順（１～６）

↓

↓

↓

↓

↓

↓

①商店街の結束を強くするために会合を増やす

②商店街の運営理念を決定し、皆で共有する

③しっかり現状を認識し、今後取り組むべき課題と優先順位を決める

④商店街の成り立ちや歴史、文化を踏まえて、将来計画をつくる

⑤皆が力量を認める人物をリーダーとし、メンバーの役割分担を決める

⑥行政や商工会議所、金融機関の担当者とよく話し合う

以下にみる１３の手順をきっちり実行していけば、

商店街の再生が実現されるはずである。

８

 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

↓

↓

↓

↓

↓

⑧一店逸品運動や商店街ブランド商品開発により、個店の商品力の向上

⑨高齢者へのサービス強化・保護策を始める

⑩環境や防災、治安確保など地域コミュニティの中核としての役割強化

⑪地域の観光・歴史・文化資産を発掘して街づくりを進める

⑫空き店舗対策やテナントミックス（業種調整）をしっかり行う

⑬顧客を囲い込むためのスタンプ事業、ポイントカード事業等を強化する

３．商店街を元気にする手順（７～13）３．商店街を元気にする手順（７～３．商店街を元気にする手順（７～1313））

↓

⑦イベントや売出しを増やし、地域住民への情報発信を強める

９

 
 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

①商店街の結束を強くするために会合を増やす
一国一城の主というプライドや同業におけるライバル心等を取り払い、

「運命共同体である商店街を守る」という目的のため、商店街
組合員の一致団結は必要不可欠。

会合や飲み会（私的な集まり）によりコミュニケーションを深める。

②商店街の運営理念を決定し、皆で共有する
組織を動かす力で大切なのは「理念」であり、厳しい流通競争の中で、
商店街全体の利益を考えて組織が１つにまとまる必要がある。

「どのような商店街を目指すのか、何を目的とする商店街
活動なのか」という「統一した商店街の運営理念」を決める。

③しっかり現状を認識し、今後取り組むべき課題と優先順位を決める
各店の売上げ動向やイベントの集客数など商店街の現状や、商店街の良

い点や悪い点を客観的視点から把握し、「今何が問題なのか」
「何に向かって努力するべきなのか」などを話し合い、今後の
「取り組むべき課題と優先順位」を決める。

10

 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

④商店街の成り立ちや歴史、文化を踏まえて、将来計画をつくる

会合で「商店街の沿革やその後の歴史、特徴的な文化」等を話し合い
「おのれ自信」を知れば、商店街が直面している問題の本質が明確に
なり、そこから問題解決や将来計画づくりに着手する。

自分達の商店街の沿革や歴史、文化を踏まえた街づくり。

⑤皆が力量を認める人物をリーダーとし、メンバーの役割分担を決める
実績、包容力、アイデア、先見性、交渉力などに秀でた人物をリーダー
と認め、その人物の指揮の下に一致団結する。また、各組合員にも役割

を振り分け、商店街組合を会社のように組織化することで、各人
が自分の役割をしっかり認識し働くようになり、大きな推進力になる。

⑥行政や商工会議所、金融機関の担当者とよく話し合う
行政、商工会議所、地元金融機関などは地域経済の振興を第一義として
いるおり、その一翼を担う商店街の再生、発展は死活的に重要であるこ
とから、各々との関係を深め、ネットワークを広げることが重要。
融資制度や公的資金助成などの外部情報の確保にも役立つことから、

彼らとのネットワーク形成無しに商店街の発展なしである。

11

 
 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

⑦イベントや売出しを増やし、地域住民への情報発信を強める
季節毎のイベント等により、商店街に人が集まり、地域住民との連帯感

が深まり、商店街が元気になり、売上げ増加にも繋がる。
情報発信を強化することで、住民から受ける情報も増え、情報感度の高
い商店街は発展していく、と言われている。

⑧一店逸品運動や商店街ブランド商品開発により、個店の商品力の向上
これからの個店は、ナショナルブランドのモノを減らして、地域独自、

街独自（ここにしかない、この店しかない）の商品の販売を増
やす方が賢明である。「○○商店街の△△店にしかない」という情報価
値の高いブランドの開発や、希少性を高める演出も効果的である。

⑨高齢者へのサービス強化・保護策を始める

高齢化が進む中、商店街としても高齢者が「安心して買物でき」、
「万が一買物途中に体調が悪くなっても対応できる体制」を
整える。また「どこにどんな高齢者がいるか」を把握し、その情
報を商店街全体で共有し、災害発生時などに役立てる。

12
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⑩環境や防災、治安確保など地域コミュニティの中核としての役割強化

商店街が再生するためには、街の顔として「頼りになる商店街」
を目指す。ゴミ問題、リサイクル、治安確保、防災対策などに
取り組み「地域コミュニティの中核」としての役割を強化する。

⑪地域の観光・歴史・文化資産を発掘して街づくりを進める
④の「商店街の成り立ちや歴史、文化を踏まえて将来計画をつくる」と

の作業時に、商店街のイメージ戦略に使える観光・歴史・
文化資産が見つかるはずである。また、風土や特産品をそれに関連
させてもいい。商店街の復活のカギとなる「宝探し」を行う。

⑫空き店舗対策やテナントミックス（業種調整）をしっかり行う
空き店舗は商店街が寂しい雰囲気となり、新しい入居者を探す必要があ

る。その方法として「チャレンジショップ制度」は有効である。
新規出店者の選考にあたっては、商店街の雰囲気を損なわない業種の選
考が重要。また、空き店舗の発生を受けて対応するのではなく、常に各

店からの情報を元に「先手先手」の取り組みが重要となる。

13
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⑬顧客を囲込むためのスタンプ事業、ポイントカード事業等を強化する
不況・デフレが長期化する中、消費者の生活防衛の意識は高く、買物は

「１円でも安く」という意識は強まっている。それだけに商店街で
買い物するともらえるスタンプやポイントは魅力であり、商店街による

顧客への利益還元事業としてスタンプ事業やポイントカード
事業は必要不可欠である。

☆元気な商店街のキーワード☆

アイデア・行動力・組織力・頼もしいリーダー
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◇商店街自己診断チェックリスト◇ 

 

①商店街の自己診断：お客を集める方法について 

 質   問 ○× 

1 商店街の個性や特徴等を地域住民にアピールしているか？  

2 車や自転車利用者のために駐車場や駐輪場の整備は十分か？  

3 周辺の観光・文化施設を宣伝し、集客に活用しているか？  

4 商店街の主な商圏と商圏人口を把握しているか？  

5 商圏内の住民の特徴（学生が多い等）を把握しているか？  

6 若者向け等、商圏に合った集客イベントを企画しているか？  

7 曜日や日にちを決めて定期開催するイベントはあるか？  

8 スタンプやポイントカードと連携したイベントの実施は？  

9 夜の集客を高める、夜祭りやナイトバザールの開催は？  

10 それらのイベントの効果（売上や集客）を把握しているか？  

11 地域の各種団体や市民が参加できるイベントはあるか？  

12 イベントは舞踏や楽器演奏等市民の一芸披露の場となっているか？  

13 このような努力によって、商店街のファンを増やしているか？  

14 イベントの際、ワゴンセール等で売上を増やす努力は？  

15 イベントの費用対効果を毎日チェックしているか？  

16 マスコミ等にイベントの開催を知らせ、宣伝に努めているか？  

17 街の回遊性を高めるために、案内看板を設置しているか？  

18 集客力や回遊性を高めるために、レンタル自転車の検討は？  

19 インターネットに商店街のホームページを立ち上げているか？  

20 ホームページやメールでセール情報等を発信しているか？  
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②商店街の自己診断：商品を売る方法について 

 質   問 ○× 

1 商店街として各店の売上げ状況や動向をつかんでいるか？  

2 商店街全体の売上げが増減する原因を把握しているか？  

3 各店が自店の売れ筋商品や死に筋商品を把握しているか？  

4 メーカーや卸の言いなりにならないように徹底しているか？  

5 仕入れ先を固定せず、常に目新しい商品を仕入れる努力は？  

6 デフレ対策として各店ができるだけ価格を抑える努力は？  

7 各店が輸送・配送コストを極力抑える努力をしているか？  

8 近隣の大型店や競合店の売れ筋商品や価格を調べているか？  

9 各店が自身を持って販売できる看板商品を持っているか？  

10 大型店では扱わない希少な商品やこだわりの商品はあるか？  

11 各店の品揃えに、顧客の声を反映する仕組みはあるか？  

12 各店の商品構成について商店街全体で評価し合う体制は？  

13 一店逸品運動のように各店が独自の商品を開発する試みは？  

14 商店街としての統一ブランド商品を開発する試みは？  

15 地域の歴史や文化・観光資源を商品に反映させる試みは？  

16 新商品開発でメーカーや卸しの協力を得る体制は十分か？  

17 新商品を多くの人に知らせるための宣伝・広告は十分か？  

18 「売る」ための基本である接客技術やマナーは十分か？  

19 商店街としての接客技術を日常的に学ぶ場を設けているか？  

20 新商品などを顧客にモニター調査してもらう仕組みづくりは？  
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③商店街の自己診断：空き店舗を埋める方法について 

 質   問 ○× 

1 商店街にいまある空き店鋪の数と場所を把握しているか？  

2 空き店鋪が増えているか、減っているかを把握しているか？  

3 個々の空き店鋪の以前の業種を把握しているか？  

4 個々の空き店鋪が廃業、閉店した理由を把握しているか？  

5 空き店鋪問題の深刻さを商店街全体で認識しているか？  

6 商店街として「後継者問題」について話し合っているか？  

7 商店街として空き店鋪に新店舗を誘致する努力は？  

8 空き店鋪のオーナーは商店街に努力する姿勢を持っているか？  

9 不動産業者や金融機関、行政と提携した新店舗の誘致は？  

10 新店舗の誘致は商店街の不足業種を最優先に考えているか？  

11 ありがたくない業種を寄せ付けない努力は？  

12 顧客（住民）から「誘致したい業種」を聞き取る体制は？  

13 チャレンジショップ制度の有効性について検討しているか？  

14 若い人たちに格安の賃料等で貸し出すための努力や理解は？  

15 希望者に無料で店鋪営業させる努力や理解は？  

16 新規出店希望者の相談に応じられる体制は整っているか？  

17 どんな形態であれ、新規出店者を支援する体制づくりは？  

18 ホームページを開設して空き店鋪情報を発信する体制は？  

19 空き店鋪をイベントホールや休憩所に活用する検討は？  

20 地域住民と空き店鋪の活用法について話し合う場はあるか？  
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④商店街の自己診断：地域に密着する方法について 

 質   問 ○× 

1 商店街の商圏人口の増減や年齢構成等を把握しているか？  

2 各店が得意客の名前、住所、家族構成等を把握しているか？  

3 商圏内の地震や各種災害等への防災体制を把握しているか？  

4 商店街の防災体制強化や啓蒙、関係筋との連携強化は？  

5 各家庭の高齢者や障害者等の生活状況を把握しているか？  

6 ごみやリサイクル、環境等の現状や問題を把握しているか？  

7 ごみの夜間（早朝）収集やリサイクルステーションの検討は？  

8 町内清掃やカラス対策など具体的な取り組みは？  

9 商圏内で起きている犯罪や被害状況等を把握しているか？  

10 防犯のための注意喚起や目配り、警察との連携は十分か？  

11 夜警団の結成など、商店街としての取り組みの検討は？  

12 夜の安全を確保するため、閉店後も明かりをつける努力は？  

13 働く女性や主婦が増えている社会状況を認識しているか？  

14 営業時間延長や宅配など働く女性や主婦への支援体制は？  

15 学童保育の実施など商店街として育児を支援する体制は？  

16 未就学児を持つ母親や高齢者が交流できるサロンづくりは？  

17 地域の高齢者や子供、女性とタイアップする企画・体制は？  

18 商店街として地域貢献、社会貢献の意識を高めているか？  

19 地域貢献と商売を結び付ける具体的な策を検討しているか？  

20 地域の小学校や病院など公的施設の事業を請け負う体制は？  

 



 13 

⑤商店街の自己診断：高齢者を呼び込む方法について 

 質   問 ○× 

1 商店街として少子高齢化について十分認識しているか？  

2 商圏内の高齢者（65歳以上）の数を把握しているか？  

3 どの家庭にどんな高齢者がいるか実態を把握しているか？  

4 商圏内の元気なシニア（55～64歳）の数を把握しているか？  

5 商店街の舗道や店鋪はバリアフリー化されているか？  

6 買い物の途中にひと休みできる休憩所やベンチ等の設置は？  

7 各店が買い物客にトイレを貸し出すサービスを行なっているか？  

8 ユニバーサルデザイン商品等の販売や説明を心掛けているか？  

9 芽の肥えた高齢者やシニアに訴えるこだわりの商品の強化は？  

10 高齢者やシニア向けの業種や店鋪の誘致を検討しているか？  

11 各店の店頭広告や価格表示は大きな文字で読みやすいか？  

12 高齢者やシニア客のための接客やマナーを心掛けているか？  

13 買い物に来た高齢者の愚痴や悩みに耳を傾ける余裕があるか？  

14 「よろず相談所」的なコンサルティング機能を備えているか？  

15 体力の弱った高齢者のために宅配サービスを実施しているか？  

16 高齢者を優遇する会員カードの導入を検討しているか？  

17 緊急時に備えた地域医療機関や行政との連絡体制は万全か？  

18 高齢者が自宅内で感じる不自由解消のためのサービス等は？  

19 高齢者宅への弁当宅配などシルバービジネスの検討は？  

20 商店街に高齢者の交流サロンを開設することを検討しているか？  
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⑥商店街の自己診断：観光地化の方法について 

 質   問 ○× 

1 商店街の歴史や文化、地理的特徴などを理解しているか？  

2 街づくり計画の策定、あるいは準備は進んでいるか？  

3 その中に「観光地」としての要素を強化する取り組みは？  

4 商店街内や周囲にどんな歴史・観光資産があるかの把握は？  

5 土地にゆかりの歴史的人物や著名人を把握しているか？  

6 特にシニア層に喜んでもらえる観光施設の検討は？  

7 勉強好きのシニアを呼べる文化・教養的施設の検討は？  

8 若者向けのエンターテイメント施設の検討は？  

9 子供連れのファミリーに適した観光・レジャー施設の検討は？  

10 どんな世代にも喜ばれる「癒し」のための施設の検討は？  

11 観光開発に利用できる土地や建物は確保できるか？  

12 商店街の景観を良くする可能性は？  

13 レトロ性を打ち出す場合、街の発展計画との調整などは？  

14 観光施設と一般商店の連携や一体化、サービス等の検討は？  

15 観光客を呼び込むための周辺の道路整備や駐車場整備の検討は？  

16 観光客がくつろげる施設やサービス体制の検討は？  

17 街の印象を強められる土産品や物産の開発等の検討は？  

18 周辺の観光地・施設とのタイアップ体制の検討は？  

19 観光地化について行政などとの連携体制は万全か？  

20 商店街が一致団結して新たな産業を起こす気概はあるか？  
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⑦商店街の自己診断：強い商店街をつくる方法について 

 質   問 ○× 

1 商店街全体の売上げや集客の動向などを把握しているか？  

2 商店街の強みや弱みを客観的に把握しているか？  

3 平日・週末の来街者数や売上げの増減を把握しているか？  

4 舗道、街路灯、ベンチなど施設の整備、補修等は十分か？  

5 商店街の顧客の要望やニーズを聞き取る仕組みはあるか？  

6 商店街の成り立ちや歴史性、文化性を理解しているか？  

7 他の商店街の事例研究や視察などを行なっているか？  

8 行政や商工団体との連携、支援を仰ぐ体制は万全か？  

9 ＴＭＯについて理解や研究、検討などは十分か？  

10 ＴＭＯの設立によって街づくりに積極的に関わる姿勢は？  

11 商店街の牽引役となるリーダーは存在するか？  

12 商店街組織の中で若手の発言を取り組む姿勢はあるか？  

13 婦人部など女性からの意見を吸い上げているか？  

14 リーダーを育成、支援する体制や雰囲気づくりはあるか？  

15 商店街リーダーや後継者を育成する勉強会への参加は？  

16 個々のお店の後継者問題を商店街全体で考えているか？  

17 顧客への利益還元のスタンプ事業、カード事業の実施は？  

18 それらをさらに高度化して電子マネーの試みや検討は？  

19 商店街の仲間同士が助け合う仕組みはできているか？  

20 商店街全体をさらに強化する話し合いは持たれているか？  

 

※以上、『元気な商店街 ７つの秘訣』／鶴野礼子著より。 
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■第３回リーダー養成研修講座 

日 程 平成18年1月25日（水）  

場 所 富岡商店街協同組合２Ｆ 

テーマ ＴＭＯまちづくり会社の役割と活動内容 

【内 容】 
Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

Ｔ Ｍ Ｏ ま ち づ く り 会 社 の
役 割 と 活 動 内 容

ＴＴ ＭＭ ＯＯ まま ちち づづ くく りり 会会 社社 のの
役役 割割 とと 活活 動動 内内 容容

2006.1.25
株式会社 アボバ企画

20020066.1..1.2525
株式会社株式会社 アボバ企画アボバ企画

 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

～ＴＭＯ(ﾀｳﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ機関)の意義～～ＴＭＯ～ＴＭＯ((ﾀｳﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ機関ﾀｳﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ機関))の意義～の意義～

ＴＭＯは、中心市街地に関わる官民の諸活動を
総合的に企画・調整し、ときには事業の主体と
なって中心市街地の諸資源を生かして、活性化
と維持を図ろうとする機関である。

この発想は、欧米の中心市街地活性化の取り組みや、
立派なショッピングセンター（ＳＣ）のソフトである
総合的マネージメントから学び、ＳＣより魅力ある
”中心市街地モール”をつくろうとするものである。

中心市街地や商店街を
“１つのモール”として捉える！！

１

 
 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

①ＴＭＯは、
「街の運営を横断的・総合的に調整しマネジメント」
する重要な位置付けにあるが、その役割を認識し具体
的な事業として実践し機能しているＴＭＯは多くない。

～ＴＭＯの現状と課題～～ＴＭＯの現状と課題～～ＴＭＯの現状と課題～

※昨年発表のＴＭＯのあり方懇談会「今後のＴＭＯのあり方について」より。

◇ＴＭＯの現状◇

②ＴＭＯ計画の全国における取組事例をみると、
積極的な取り組みを展開している地域もみられるが、
計画は策定したものの、具体的な事業が進んでいない
地域もみられる。

２

 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

～ＴＭＯの現状と課題～～ＴＭＯの現状と課題～～ＴＭＯの現状と課題～

課題１．専門的人材の不足
中心市街地活性化が進まない理由として「総合的な街づくりのリーダーの不足」
との意見が多くなっているように、ＴＭＯにおける人材不足が深刻な課題となっている。

ＴＭＯが幅広く、具体的に事業を進めてく場合には、業務内容に応じて、それぞれの業務に
適切な人材を登用していくことが必要となっている。

課題１．専門的人材の不足
中心市街地活性化が進まない理由として「総合的な街づくりのリーダーの不足」
との意見が多くなっているように、ＴＭＯにおける人材不足が深刻な課題となっている。

ＴＭＯが幅広く、具体的に事業を進めてく場合には、業務内容に応じて、それぞれの業務に
適切な人材を登用していくことが必要となっている。

課題２．資金の不足
タウンマネジメントのために必要なこととして「ＴＭＯの経営基盤の確立」
が大きな課題となっている。

ＴＭＯの事業内容に応じて、どのような経営基盤が求められるかは異なるが、

ＴＭＯが自立的に中心市街地活性化に取り組んでいくためには、収益事業からの
収入などによる十分な資金の確保が必要となっている。

課題２．資金の不足
タウンマネジメントのために必要なこととして「ＴＭＯの経営基盤の確立」
が大きな課題となっている。

ＴＭＯの事業内容に応じて、どのような経営基盤が求められるかは異なるが、

ＴＭＯが自立的に中心市街地活性化に取り組んでいくためには、収益事業からの
収入などによる十分な資金の確保が必要となっている。

３
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課題３．情報の不足
ＴＭＯが行うべき業務の内容は非常に多種多様であり、タウンマネジメントに関する情報・
ノウハウについては、未だ体系的に十分蓄積されているとは言い難い状況である。

こうした情報・ノウハウが蓄積され、体系的に活用できるよう、関係者が努めていくことが
必要。

課題３．情報の不足
ＴＭＯが行うべき業務の内容は非常に多種多様であり、タウンマネジメントに関する情報・
ノウハウについては、未だ体系的に十分蓄積されているとは言い難い状況である。

こうした情報・ノウハウが蓄積され、体系的に活用できるよう、関係者が努めていくことが
必要。

課題４．既存のＴＭＯの形態の問題
消費者ニーズに迅速に対応するための意思決定の困難さの指摘がある「商工会議所ＴＭＯ」
や、相次ぐ第三セクターの破綻により「三セクＴＭＯ」に対するアレルギーなど、既存の
ＴＭＯの形態には限界がある。

多様な地域の意見を吸い上げ、迅速な意志決定を行い得るＴＭＯが求められている。

課題４．既存のＴＭＯの形態の問題
消費者ニーズに迅速に対応するための意思決定の困難さの指摘がある「商工会議所ＴＭＯ」
や、相次ぐ第三セクターの破綻により「三セクＴＭＯ」に対するアレルギーなど、既存の
ＴＭＯの形態には限界がある。

多様な地域の意見を吸い上げ、迅速な意志決定を行い得るＴＭＯが求められている。

～ＴＭＯの現状と課題～～ＴＭＯの現状と課題～～ＴＭＯの現状と課題～

４
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TMO
街づくり会社

出資

商工会
商店街
銀 行
企 業
など

TMOの活動財源

出資金

～ＴＭＯまちづくり会社の役割と活動～～ＴＭＯまちづくり会社の役割と活動～～ＴＭＯまちづくり会社の役割と活動～

賦課金、会費等

事業収入

カード事業
共通商品券事業

駐車場事業
不動産活用事業
サービス事業

など

補助金

・各種補助金
・公共的施設
管理受託料

寄付金

活
動
財
源

運
営

全体企画・調整
地元商店街を対象とした中小商業高度化事業
（衰退の原因究明・調査・分析）

TMOの構想・計画

共通ソフト事業

役
割

活
動

計画策定
企画・調整

商店街の

管理・清掃・マーケティング
テナントミックス・プロモーション
個店支援、空き地・空き店舗対策

分析と自己革新

関係するところへの働きかけや調整

事業の実施
管理運営

全体事業

個別事業

交通・環境・景観・公的空間の管理
街並みづくり・・

モール・街路灯、アーケード
各店舗誘致・再開発事業
コミュニティ施設の建設
個店整備 等

・・

機能大分類 機能小分類

５
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◇ＴＭＯの主な機能◇

～ＴＭＯについての認識～～ＴＭＯについての認識～～ＴＭＯについての認識～

そもそも、中心市街地活性化法は、タウンマネジメントという手法での
中心市街地の再生を図るためのもので、その中心的な役割を果たすのが
ＴＭＯであり、主たる機能は下記の事項が挙げられる。

○まちづくりのための総合調整機能

○まちづくりに必要な事業の企画・立案

○まちづくりの事業の推進

○まち全体の運営管理

☆このような機能を発揮するには、ＴＭＯ自体の努力はもちろんのこと、
行政（市町村）との連携や協働が不可欠！！

☆市町村（商業課に限定されない）における中心市街地活性化法とＴＭＯ
についての認識度の向上が必要！！

６
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◇ＴＭＯでおこなうタウンマネジメント事業◇

～ＴＭＯについての認識～～ＴＭＯについての認識～～ＴＭＯについての認識～

○ソフト事業
物理的な施設整備等を伴わないもので、「中心市街地全体の企画や調整」、
「街なかの管理や清掃・警備」、「適正な業種構成の誘導、空き店舗対策」
（テナントミックス）、「街としての魅力のアピール」「販促活動」
「個店への経営指導」など。

○ハード事業
「モールやアーケード」、「駐車場の整備・運営・管理」、「核店誘致」、
「コミュニティ施設の建設」、「個店整備等を含む町並みづくり」、
「再開発事業」など。

行政主体の中心市街地活性化だけでなく、時にはＴＭＯが自らの考えを
都市計画事業に反映させリードしていくことも必要となっている。

７

 
 

Tokushima Institute for Research AdvancementTokushima Institute for Research Advancement

～ＴＭＯ成功の条件①～～ＴＭＯ成功の条件①～～ＴＭＯ成功の条件①～

◇ＴＭＯ成功の前提条件◇
ＴＭＯが具体的に事業を進めていく場合には、業務内容に応じて、
それぞれの業務に適切な専門的人材を活用していくことが必要であり、
そのためには、

※昨年発表のＴＭＯのあり方懇談会「今後のＴＭＯのあり方について」より。

○行政のイニシアティブ

○専門性をもって事業を推進するリーダーの存在

○商業者・地域住民等の理解と協力

○事業の重点化とコンセンサス形成

が必要とされており、
これらの条件がＴＭＯが役割を発揮するための前提となっている。

８
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～ＴＭＯ成功の条件②～～ＴＭＯ成功の条件②～～ＴＭＯ成功の条件②～

◇ＴＭＯ成功の条件◇

○それぞれの業務に適切な専門的人材の活用

○行政のイニシアティブ

○専門性をもって事業を推進するリーダーの存在

○商業者・地域住民等の理解と協力

○事業の重点化とコンセンサス形成

○収益事業の確保（経営基盤の充実）

ＴＭＯの事業を採算ベースに乗せることができなければ、
行政の補助金に頼るしかなく、行政の足枷となるとともに、ＴＭＯ自身も
自立的に中心市街地の再生に取り組んでいくことが不可能であることから、
収益事業を最優先で確保すること等が成功の条件として挙げられる。

９
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～タウンマネジメントの実践事例～～タウンマネジメントの実践事例～～タウンマネジメントの実践事例～

○秩父市ナイトバザール（夜市） 埼玉県秩父市

【みやのかわ商店街振興組合／商店街の活性化策】

毎月第３土曜の夜に「遊びにおいでよ みやのかわ」のキャッチフレーズの元に、市の中心
部において、各種ゲームや夜店等を実施している。ただし、全てのイベントを商店街の方々
が企画・実施している訳ではなく、地元の企業やグループが自発的・ボランティア的に参加
しているイベントが多数開催されている。
いわば、学校の文化祭や体育祭が毎月商店街で開催されているというイメージである。

○株式会社アモールトーワ 東東京都足立区

【東和銀座商店街振興組合／コミュニティビジネス】

東和銀座商店街振興組合（東京都足立区）において「商店街の会社」として設立。商店街が
地域住民にとっての「コミュニティの場」として大型店とは異なった役割を果たせることを
目指している。
創業時は病院のレストランや売店経営を手がけ、学校給食事業、高齢者への弁当宅配事業、
ビルの清掃事業、パン屋、鮮魚店、漬物屋、と事業を拡大中である。

10
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～地域の実情等に応じた活性化事例～～地域の実情等に応じた活性化事例～～地域の実情等に応じた活性化事例～

○「まめな館」「いっぷく亭」等 島根県松江市天神町

【松江天神商店街／高齢者対策】

「まめな館」「いっぷく亭」は、高齢者コミュニティ施設・休憩施設であり、｢お年寄り
に優しいまちづくり｣提案に基づき、松江市、松江商工会議所（ＴＭＯ）、天神町商店街
が一体となって検討を行い、高齢者をターゲットにした商店街活性化には「溜まり場」、
「信仰の対象」（白潟天満宮内に「おかげ天神／ぼけ封じ」を建立）、「縁日」（毎月
25日に天神市）が必要であるという考え方に基づき、高齢者の集まりやすい施設
（溜まり場）として、松江天神町商店街の空き店舗を賃貸し整備したものである。

○早稲田エコステーション 東京都新宿区

【早稲田大学周辺連合商店会／環境・資源リサイクル対策】

「エコステーション」（空き店舗を賃貸）に空き缶、ペットボトル回収機を設置し、その
回収機に空き缶等を入れると回収機のモニター画面にラッキーチケット（商店街の参加店
で使える商品券、値引き券）の当落が表示され、当たるとラッキーチケットが発行される
仕組みで、空き缶等の回収（リサイクル事業）と商店街、参加店への集客を促進している。

11
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株式会社アモールトーワ 

～商店街を「コミュニティの場」に～ 

１．法人の概要 

○代表者  田中武夫 

○所在地  東京都足立区東和２－１７－２ 

○設 立  平成２年６月 

○事業内容 病院レストラン・売店経営、学校給食事業、高齢者への弁当宅配事業、ビルの清掃

事業、パン屋、鮮魚屋、漬け物屋 

○資本金  １，３５０万円 

○売上高  約４億円 

○従業員数 パートを含めて１５０名。 

２．アモールトーワの概要 

衰退の進んだ東和銀座商店街振興組合（東京都足立区）において「商店街の会社」として設立。

商店街が地域住民にとっての「コミュニティの場」として大型店とは異なった役割を果たせるこ

とを目指している。 

創業時は病院のレストランや売店経営を手がけ、学校給食事業、高齢者への弁当宅配事業、ビ

ルの清掃事業、パン屋、鮮魚店、漬物屋、と事業を拡大中。 

３．立ち上げの経緯 

平成２年、東和銀座商店街の隣りに（財）東京都保健医療公社が運営する東部地域病院の開設に

当たり、その病院の売店の出店を東京都へ希望したことがきっかけ。４１名の組合員の出資によ

って株式会社を設立するに至った。設立の際に田中氏は、出資者に対して以下の３つの条件を提

示。 

 

【株式会社アモールトーワ設立の三条件】 

①東和銀座商店街振興組合のための組織であること 

②株主は組合員で、１人の持ち株は１０株以下（５０万円以下）であること 

③経営については７人の役員に任せて、口出ししないこと 
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４．コミュニティビジネスの実施状況 

◆病院の売店・レストラン経営 

東和銀座商店街の隣にある東部地域病院の売店及びレストランを経営。 

◆学校給食事業 

現在、７つの小学校と１つの中学校、１つの保育園に学校給食を実施している。 

◆高齢者への弁当宅配事業 

「地域社会のため」の理念に基づいて始めた。開業当初は赤字の状況であったが、商店街が半

ばボランティアで行っていることに地域住民から高い共感を得て「地域の集まり、には弁当をア

モールトーワに頼もう」という意識が芽生え、地域のイベントなどの際には大口の注文が入るよ

うになった。 

◆清掃事業 

大型店の清掃事業を受託し、高齢となり商売を辞めた商店街の元商店経営者達が生き甲斐を持

って働く環境を提供している。 

◆空き店舗代行事業 

商店街の中で廃業した鮮魚店を引き継いで経営。元の鮮魚店経営者は、家賃収入を得て生活で

きる。 

またもと食品店が閉店した店舗をパン屋に改造し焼きたてパン屋として営業を始めたきっかけ

は二年前に地域の知的障害者のグループが小物を売る場所として貸したこと。現在は同グループ

にパン焼施設店舗を総て無償で貸している。 

◆漬け物屋 

亀有駅ガード下のショッピングモール内に、全国から商品を集め、漬け物屋「ふるさと館」を

経営。 

５．株式会社アモールトーワのサービス提供 

地域のニーズを商店街として吸い上げ、株式会社の形態で提供。 

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ'

Ｂ'

Ｃ'

地
域
の
課
題
解
決

地域ニーズ サービス提供  

図 株式会社アモールトーワのサービス提供概念図 

 

※赤字の事業は、黒字の事業で補い、商店街として地域住民のニーズに応え、提供していくこと

を重視している。 
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６．ひとひかり運動 

代表取締役の田中氏は、「ひとひかり運動（＝各小売店で一つ、ぴかっと光る売りの特徴を、」

もつこと）を各小売店に働きかけている。 

例えば、酒屋でビールを１ケース届ける時、１本だけでも冷えたビンを入れておくなど。小売

店のちょっとした工夫をサービスに取り入れるように心掛けている。 

 

※経済産業省 関東経済産業局ホームページより。 

 

 

「まめな館」「いっぷく亭」「おかげ庵」（島根県松江市） 

～お年寄りに優しいまちづくりを進める商店街の空き店舗対策～ 

○所在地        島根県松江市天神町 

○商店街名・タイプ   松江天神町商店街（地域型商店街） 

○活用コンセプト    高齢化対策 

１．事業の経緯 

「まめな館」「いっぷく亭」は、高齢者コミュニティ施設、休憩施設で、高齢化が顕著（高齢化

率29％）な天神町を中心とした地区を、高齢者に住み良いモデル地区にするため、松江市が、松

江市（人口約148,000 人）の中心部、松江天神町商店街の空き店舗２店舗（元衣料品店）を賃貸

し整備したものである。 

本施設については、平成 11 年２月末、松江市からの｢お年寄りに優しいまちづくり｣提案に基

づき、松江市、松江商工会議所（ＴＭＯ）、天神町商店街が一体となって検討を行い、同年７月

24 日にオープンした。 

また、本施設は、高齢者をターゲットにした商店街活性化には「溜まり場」、「信仰の対象」、「縁

日」が必要であるという考え方に基づき、高齢者の集まりやすい施設（溜まり場）として整備さ

れた。そのほか、松江天神町商店街では、「信仰の対象」として商店街入り口の白潟天満宮内に「お

かげ天神（ぼけ封じ）」の建立や、「縁日」として毎月 25 日に「天神市」の開催（1 万人程度を

集客）などを行い、大型店との差別化を図りながら高齢者にやさしく賑わいのある商店街作りが

推進されている。 

平成12 年7 月からは、島根大学のチャレンジショップ｢おかげ庵｣が、松江天神町商店街の空

き店舗（元ベビー用品店）を賃借し実施されている。 
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２．事業の概要 

「まめな館」「いっぷく亭」の整備費は 3,754 万円で松江市により整備された。運営は、松江

市が天神町ふれあいプラザ運営協議会（社会福祉協議会、老人クラブなどで構成）に委託し、運

営費（ 約300 万円）は市が補助している。 

「まめな館」は高齢者コミュニティ施設で別名「ふれあいプラザ」。１階はギャラリー、２階は

研修・会議室、娯楽室（囲碁等）である。 

「いっぷく亭」は休憩施設で別名「交流館」。1 階は平成10 年から松江天神町商店街を通るシ

ョッピングバスの待合所、２階は有料のマッサージ室となっている。 

平成12 年度の利用者数は、「まめな館（ふれあいプラザ）」が13,372 人、「いっぷく亭（交流

館）」が28,830 人である。｢おかげ庵｣は島根大学のチャレンジショップ。事業費は467 万円で改

装費285 万円、家賃72 万円などは県、市の助成により、その他は島根大学の助成により実施し

た。運営は、法文学部経済コースのゼミ生約20 人で当たっている。店舗は１階33 ㎡。生活雑貨

や島根大学の農場で取れた農産物やジュースなどを扱うほか、希望者に店舗の一部をテナント形

式で貸し出し、オープン時は古着や手芸品など８店が入った。 

＜概要＞ 「まめな館」「いっぷく亭」 

○所在地 ：島根県松江市天神町 

○施設規模：「まめな館」約150 ㎡、「いっぷく亭」約70 ㎡ 

○事業開始：平成11 年7 月24 日 

○所有関係：賃借 

○運営主体：天神町ふれあいﾌﾟﾗｻﾞ運営協議会 

○事業費 ：事業費3,754 万円（市補助） 運営費約300 万円（市補助） 

○従事職員：「まめな館」「いっぷく亭」各1 名。 

○入館者数：「まめな館」13,372 人、「いっぷく亭」28,830 人（平成12 年度） 

○営業時間： 10：00～18：00 

＜概要＞ ｢おかげ庵｣ 

○所在地 ：島根県松江市天神町 

○施設規模： 33 ㎡ 

○事業開始：｢おかげ庵｣平成12 年7 月24 日 

○所有関係：賃借 

○運営主体：島根大学法文学部経済コースのゼミ生 

○事業費 ：事業費467 万円（家賃等運営費含む） 

○従事職員：数名 

○入館者数：2,688 人（売上116 万円）（平成12 年度） 

○営業時間：10：00～18：00（週1 日休み） 



 22 

３．事業の効果 

「まめな館」「いっぷく亭」は、｢天神市｣など他の事業との連携により商店街の集客力向上に貢

献できた。来店客の多くは地元や市外の高齢者で高齢者対策や賑わい創出が図られ、大型店との

差別化を図りながら高齢者にやさしく賑わいのある商店街作りができた。売上高については店舗

により異なるが伸びていると思われる。 

学生チャレンジショップの｢おかげ庵｣については、販売実績は低調であったが、商業の実践を

体験できる学習の場として効果があったほか、学生の持つ若い感覚を商店街に吹き込みよい刺激

を与えることができた。また、空き店舗についても、商業施設（「おかげ庵」）、非商業施設（「ま

めな館」「いっぷく亭」）として活用でき、空き店舗対策に効果があった。 

４．事業の課題と今後の方向性 

施設自体の課題よりも、商店街全体としての課題があり、高齢者の固定客は増えたが「天神市」

などの集客イベントがない日の人手が少なく対策が必要となっている。 

今後の方向性については、松江市と連携し、環境にやさしい街づくりを考えており、高齢化対

策に加え、環境問題への取り組みを検討している。 

５．空き店舗対策の考え方 

空き店舗対策としては、各商店街の環境や事情にマッチした集客施設を誘致するのが良いと思

われる。また、若い感覚の導入や店舗の増加による賑わい創出の観点からは若者が出店するチャ

レンジショップとして活用することも有効であると思われる。 

６．空き店舗防止策の考え方 

基本的には、個店での業種・業態に応じた経営努力が必要であるが、効果を上げるためには、

商店街全体での取り組みが必要である。具体的には、他と差別化できる商店街統一コンセプトを

つくり、業種や品揃えの絞り込み、集客イベントの開催などを行わなければならない。当商店街

では、上記のとおり、高齢者をターゲットにした商店街作りに取り組み一定の成果を上げること

ができたが、これも商店街全体で統一的に取り組んだ成果であると思われる。 
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松江天神町商店街南側／白潟天満宮付近 松江天神町商店街北側 
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まめな館（ふれあいプラザ）正面 まめな館1 階（ギャラリー） 

 

  

いっぷく亭（交流館）正面 いっぷく亭 内部 

※経済産業省中国経済産業局ホームページ／ 

平成13年度中小商業・サービス業対策調査研究 

（空き店舗利用形態の変化による政策ニーズ調査）実施報告書より。 

 

早稲田エコステーション（東京都新宿区） 

～環境・リサイクルを切り口に空き店舗を活用した商店街活性化・まちづくり～ 

○所在地        東京都新宿区（人口約262,000 人） 

○商店街名・タイプ   早稲田大学周辺連合商店会（7 商店会、近隣型480 店） 

○活用コンセプト    環境・リサイクル 
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１．事業の経緯 

早稲田商店街の「エコステーション」は、商店街の夏枯れ対策として平成８年の夏の「エ

コサマーフェスティバル」から始まった。早稲田商店街の商圏人口は約５万であるがそのう

ち３万人を占める早稲田大学の学生が夏休みになると居なくなるため商店街は閑散としてし

まう。そこで、この夏枯れ対策として集客イベントを企画し最終的に環境・リサイクルをテ

ーマとしたイベント「エコサマーフェスティバル」を開催したところ、社会的に注目を浴び

成功した。その後、「ごみゼロ平常時実験（ＰＲしなくてもリサイクル活動ができることの証

明）」などを経て、平成10 年９月に商店街の空き店舗（約５坪。元は洋品店の倉庫）を借り

て空き缶回収機とペットボトル回収機を常設した「エコステーション１号館」を開設した。

現在、「エコステーション」は工事中の２号館を含めると早稲田大学周辺連合商店会（７商店

会）の中に３ヶ所あり、早稲田のリサイクル事業の拠点となっている。 
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２．事業の概要 

本事業では、「エコステーション」に空き缶、ペットボトル回収機(３号館は生ごみと発砲

ｽﾁﾛｰﾙ処理機)を設置し、その回収機に空き缶等を入れると回収機のモニター画面にラッキー

チケット（商店街の参加店で使える商品券、値引き券）の当落が表示され、当たるとラッキ

ーチケットが発行される仕組みで、空き缶等の回収（リサイクル事業）と商店街、参加店へ

の集客を促進している。ラッキーチケットの当選率は自由設定でき早稲田商店街では７回に

１回程度となっている。ラッキーチケット当選者の来店率60～90％である。 

「エコステーション」の開業時間は午前10 時から午後６時までで、常駐職員は置かない。

毎日１～２回程度巡回し回収機に溜まった空き缶などを取り出し、３日に１回専門業者に引

き渡す。回収数は１号館を例にすると、空き缶は月に１万２千～４千個程度、ペットボトル

は４千個程度である。 

また、１号館に続き平成11 年３月には２号館（現在工事中）が、平成12年８月には３号

館(約５坪。元は惣菜店)が整備された。いずれも空き店舗を活用し整備されている。なお、

エコステーション３号館には、空き缶、ペットボトル回収機にかえて、生ごみ処理機と発砲

スチロール処理機が設置されているのほか、早稲田商店街初のバリアフリー対応トイレや学

生の溜まり場になるようパソコンが３台設置されている。 

「エコステーション」整備については、空き缶回収機135 万円、ペットボトル回収機160 万

円などのほか、機器メンテナンス、ラッキーチケット情報入力費、空き缶等の回収リサイク

ル費用、家賃、水道光熱費等の運営費が必要となる。早稲田商店街では補助金等は受けず商

店街が設置、運営している。 

 

＜概 要＞ 

○所在地：東京都新宿区西早稲田 

○施設規模：１号館（17 ㎡）、２号館（工事中） ３号館（15 ㎡） 

○事業開始：１号館（Ｈ10.9）、２号館（Ｈ11.3）、３号館（Ｈ12.8） 

○所有関係：賃借 

○運営主体：早稲田商店会 

○事業費 ：商店街負担下記は1 号館の場合 

整備費空き缶回収機135 万円、ペットボトル回収機160 万円等 

運営費月20 万円程度 

※機器メンテナンス､ラッキーチケット情報入力費､空き缶等の 

回収リサイクル費用､家賃､水道光熱費など｡） 

○従事職員：常駐者はなし。１日に１～２回巡回 

○月回収数：空き缶１万２千～４千個程度､ペットボトル４千個程度（１号館） 

○開業時間：10：00～18：00 
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３．事業の効果 

「エコステーション」設置の効果は、ただ単に商店街、参加店の集客力が向上するという

ことでなく、環境、リサイクルを切り口に、地域と商店街とのつながりが強化され、地域住

民が商店街に戻ることであると思われる。 

環境問題への関心が高まる今日、空き缶等の回収リサイクルを商店街活動に取り入れた「エ

ステーション」は空き店舗対策としても有効であるとともに、地域における商店街の位置付

けを考える上で参考となるものと思われる。 

４．事業の課題と今後の方向性 

課題としては、回収機や床に空き缶の中に残っている飲料が垂れて汚れることで、「エステ

ーション」の利用が多い場合や、店（本業）が忙しい場合は、清掃作業が負担になる。 

今後の方向性については、全国の「エコステーション」のある商店街で作る「㈱商店街ネ

ットワーク」の活動を活発にし、各地で発掘、開発された特産品、郷土料理の販売所を商店

街の空き店舗に整備したい。 

 

 

 

５．空き店舗対策の考え方 

空き店舗対策としては、新規開業者が経営のノウハウを試行錯誤する場としてチャレンジ

ショップが有効であると思う。創業支援になると思う。 

６．空き店舗防止策の考え方 

空き店舗が発生することは避けられないと思う。ニーズに対応しない商売は消えていく。

したがって、消費者ニーズなどをよく研究して店舗経営を進めなければならない。業種や経

営体力によって対策は異なるため、決定的な対策は思いつかない。場合によっては新しい商

売に入れ替わることもやむをえない終えないと思われる。 
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■位置図 

 

  

早稲田商店街（大隈通り商店街） 早稲田商店街（早稲田駅前商店会） 
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エコステーション1 号館 1 号館の空き缶、ペットボトル回収機 

 

  

エコステーション3 号館 ３号館の生ごみ処理機発砲ｽﾁﾛｰﾙ処理機 

 

※経済産業省中国経済産業局ホームページ／ 

平成13年度中小商業・サービス業対策調査研究 

（空き店舗利用形態の変化による政策ニーズ調査）実施報告書より。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 30 

資料３ 来街者意識調査票 

 

富岡商店街 来街者意識調査 
 

ご協力のお願い 

景気の長引く低迷や、消費者の皆様の価値観の変化により、富岡商店街は、空き店舗が目

立ち、商店街としての機能や魅力も衰退し厳しい状況にあります。そこで、本調査は、「富岡

商店街まち御越し事業」の一環として、中心市街地活性化のために、富岡商店街への来街者

の皆様の買物行動の現状や商店街の課題を把握し、商店街活性化の方策を探るため実施する

ものであります。 

お忙しいところお手数をお掛けしますが、ご協力の程宜しくお願い致します。 

平成18年2月 阿南商工会議所 

 

問１ あなた自身についてお尋ねします。それぞれ１つに○印をつけてください。 

性 別 １．男     ２．女 

年 代 
１．20歳未満   ２．20歳代   ３．30歳代   ４．40歳代 

５．50歳代    ６．60歳代   ７．70歳以上 

居住地 
１．阿南市内（      町） 

２．阿南市外（      市・郡      町） 

職 業 
１．会社員   ２．公務員   ３．自営業   ４．学生 

５．主婦    ６．無職    ７．その他（          ） 

 

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*- 

 

問２ 富岡商店街の現状についてどう思いますか。 

該当するものを１つだけ選んで○印を付けてください。 

１．かなり衰退している        ２．やや衰退している 

３．以前とあまり変わらない      ４．やや活気がでてきた 

５．かなり活気がでてきた 

 

問３ 富岡商店街の商店を全体的にみると、どのような問題点があると思いますか。該当す

るものを３つ選んで○印を付けてください。 

１．品揃えが悪い           ２．品質・鮮度が悪い 

３．１ヵ所で買えない（業種不足）   ４．店に入りにくい 

５．値段が高い            ６．ポイント等のサービスが少ない 

７．営業時間が短い          ８．駐車場や駐輪場が少ない 

９．安心して買物ができない      10．チラシ等の広告・宣伝が少ない 

11．魅力的な商品がない        12．接客が悪い 

13．その他（                             ） 




